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般
税
制
の
改
革
に
伴
ひ
、'
地
办
財
政
制
度
も
根
本
的
な
改
荜
.

を
み
た
。
し
か
ら
ば
か
か
石
熾
荦
財
政
を
通
じ
て
現
は
れ
る
農
村
財
政 

の
相
貌
は
如
何
、
税
制
改
革
の
‘

餹
猓
は
如
何
"

1

»

村
財
政
の
課
_

は
11

に
.

こ
れ
等
諸
問
題
の
追
求
に
.

っ
ら
致
る
も
の
で
ぁ
る
。

、

農

#

に

：跨

げ

：み

'

_

取

，引

.
办

屣

開

, 

-
•■
■
■-,
 

- 、
 

- 

i -
>
.
.
.
-
 

: 

• 

• 

-
. 

-
.

-

-

-

-

-

-藤

を

中

心

^

し

^

u

l

r

-

1

. 

■
,
-
 

. 

. 

.
- 

■ 

■ 

■ 

• 

: 

•■_、
 

•
-
, 

■ 

■ 

;
- 

: 

.

.

.
r 

- 

■

_
、

-

•

- 

岩

，

田

■'
,

仞

、

••
 

.
 
*
 .

…

.

‘:•
. 

, 

V

 

+
• 

. 
,
 

•
 

- 

. 

.

.

.
-
.
.
.

<.
'
 

• 

f 

:

-,

-■ 

\ 

. 

• 

• 

■ 

• 

. 

-.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

. . 

、
 

- 

• 

• 

- 

. 

• 

- 

.
•

•
-
'
.
.
.
.

••
•

/

:

. 

. 

.

.

.

.

'

••
•
•;
.
. 

.

.

.

.

.

. 

......

 

. 

'

.

,

-

. 

' 

.

.

.

.

.
-
.
.
. 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
1

--
.
.
.
.
. 

.

.

.

.
-
*
•
+
. 

.

..
: 

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

:

.

.

.

*

.

.

.

.

.

.

.

• 

. 

■

«
 

; 

E 

- 

• 

I 

.

.、

.

戰
時
下
に
於
け
る
農
業
問
題
と
し
て
、
農
產
物
の
增
產
が
要
求
さ
れ
、' -

旣
に
幾
多
の
價
値
あ
る
勞
作
が
提
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
鼗
業 

-

虫
產
カ
の
增
大
とI

K

ふ
課
題
に
對
し
.

て
、
先
づ
坐
齑
の
技
術
的
部
面
に
そ
の
解
決
の
途
が
求
め
ら
れ
る
事
は
咐
か
で
，あ
る
、
■併
し
乍
ら 

;-
-

問
題
呔
そ
*

の
み
於
也
ま
ら
溆
5

^

多
く
^

靈

が

指
_

せ
^ >

如
.勢

,

も
装
本
的
な
課
題
，で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
の
增
產
•

が
經
營
規
模
の
改
善
、
機
械
化
等
に
よ
つ
て
•

達
成
せ
ら
れ
る
と
は
一K

へ
、
’
そ
の 

'

:.
.

:

實
現
：は
_

出
地
.

制
度
_

小

作

制

度

於

改

着

等

：を

俟

-;
#

.

.

炎

始

め

：て

对

敗
&

菸

冬
;-
.°,吾

ネ
 

關
す
る
分
析
の
現
代
的
取
題
を
見
出
し
得
る
，。

•

，

パ

.

,

、

日
本
農
業
の
停
滞
的
な
性
格
か
ら
し
て
、
農
業
生
產
の
發
，展
が
自
己
の
內
發
的
要
求
か
ら
出
發
す
る
と
一K

ふ
よ
/

り
も
、
寧
ろ
逆
に
外 

來
的
要
求
か
ら
し
、て
急
氣
に
齋
さ
れ
る
。
即
ち
農̂

I

物
の
'

商
品
化
の
過
程
に
於
て
最
も
有
力
な
槓
奸
を
な
す
も
の
は
、
農
業
生
！一

者
自 

. '
體
で
は
な

V

し
て
、
農
射
を
阐
繞
す
る
商
業
機
權
の
屮
に
見
出
さ
れ
る
。
米
の
場
合
の
地
主
、
産
地
‘

商
人
、
靑
果
物
の
場
合
の
集
散
地

市
場
商
人
：
又
茶
、
除
虫
菊
.

、

簿

荷

の

場

合

に

於

け

る

輸

出

商

人

、
更

に

は

小

麥

：、
繭

.

の
場
合
の
エ
‘

業
生
齑
者
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
蔽
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人
的
活
動
の
遂
行
•

如
例
に
ょ
つ
て
、
農
產
物
.

の
商
品
化
は
左
右
さ
，れ
、
惹
い
て
は
農
業
生
產
そ
の
も
の
に
影
響
が
與
へ̂

れ
る
.。

か

く
 

.

.

て
農
產
概
の
增
產
と
そ
の
圓
滑
'

な
る
配
給
と
が
要
請
さ
れ
て
ゐ
■

る
今
日
、
農
村
に
於
け
る
.

商
業
過
程
の
分
析
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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本
稿
は
そ
.

の
意
味
か
ち
農
產
物
の
取
引
が
如
何
に
し
て
展
開
せ
ら
れ
て
き
た
か
を
观
极4

。

各

種

農

產

物

に

關

し

て

そ

れ

^

特

殊

な 

.

條
件
が
認
め
ら
れ
名
け
れ
ど
，も
ノ
本
稿
で
.

枕
先
づ
繭
を
對
象
，と
し
た
。
繭
取
引
は
農
旌
物
取
引
機
權
屯
最
も
複
雜
し
て
為
り
、
各
種
の 

•

形
態
が
並
存
し
て
ゐ
る
意
味
に
於
て
、
最
•

も
適
當
上
考
へ
ら
れ
*

る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
本
稿
の
企
圖
す
る
所
は
繭
取
引
そ
の
も
の
に
あ 

る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
に
ょ
り
農
產
物一

,

般
の
場
合
を
類
推
せ
ん
.

と

す

•る

腐

あ

る
.0 

一
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〔
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f

般
m

日
本
農
業
に
關
す
名
敗
業
過
程
を̂

配
し
て
ゐ
る
も
の
は
極
め
て
非
近
代
的
な
要
素
で
あ
り
1

特
に
前
資
本
主
義
的
性
格
を 

持
つ
た
商
人
が
重
要
な
摊
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
此
れ
事
は
繭
に
關
し
て
も
笨
ひ
得
る
。
後
述
す
.

る
如
く
繭
取
''
5

!
に
於
て
各
種
の
近
代
的 

'
形
態
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
ネ
、
繭
商
人
の
介
在
は
未
だ
執
拗
忆
殘
存
し
.

て
ゐ
る
。
試
み
に
昭
和
十一

年
度
の
猶
tt
*

.

を
み
.

る
だ
‘

ら
ば
、
生 

.

:-
:

繭ず貢又
戴

_

"

_

主
：5:_

€

八̂

^

,

#

業
者
_

，&:
:

喔
ゼ
人
を
數
べ̂
^
^

論
之
等
が
悉
く
前
資
本
主
蘼
的
な
商
人
で
は
於
い
け
れ
.

ど
I

、
農
村
に
附
帶
す
る
商
人
の
一
般
的
特
I

と
し
て
近
代
的
要
素
の
欠
除
は 

著

し

い

，
の

で

あ

る

。

:

•

然
ら
ば
何
故
に
農
村
に
.

於
け
る
商
取
引
、
更
に
は
そ
れ
を
遂
行
す
I

商
人
が
近
代
化
せ
ふ
.

れ
ず
に
止
ま
る
の
で
あ
ら
.

ぅ
が
.

。
そ
れ
は
：
 

:

::
|

*:
;

に

於

て

農

遨

物

办

：樣

ウ

& :

然
’

觀

質

：に_

务

辟

で

あ
1)
:
，

他

泼

に

於

て

農

業 

.

關
し
て
そ
れ
ち
の
事
情
を
分
析
し
よ
ぅ
。

.

農
業
生
筮
は
‘

多
く
の
場
合
自
然
晚
條
件
杧
ょ
っ
て
著
レ
く
左
右
せ
ら
れ
、
嘥
つ
.■

て
.

農
•

產
物
は
規
則
的
な
大
*■

取
引
の
•對
身
と
尨
な
冶

得
ず
、
先

0:
;こ
の
亂
に
取
盯
の
近
代
化
を
阻
止
す
る
主
要
な
原
因
取
見
出
さ
れ
る
か 

- 

繭
の
.

自
然
的
性
質
と
し
'

て
第一

に
注
意
せ
ら
れ
る
と
と
は
、
繭
坐
產
の
季
節
性
と
そ
の
貯
敝
性
ひ
欠
涂
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
生
贩 

は
時
日
の
氍
過
す
る
に
つ
れ
て
目
切
れ
"

出
蛆
等
.

の
'

損
害
を
生
む
と
共
に
、
十
0-
.

に
し
て
發
蛾
し
製
糸
原
料
と
は
な
り
得
な
く
な
る
。 

從
つ
て
農
家
‘

は
收
繭
後
數t

r
r

の
間
に
寶
却
す
る
必
要̂
1

せ
ま
.

ら
れ
る
？
更
に
繭
の
此
* :

り
は
年
に
ニ
、
三
の
季
節
に
限
ら
れ
、

一.時
に 

市
場
へ
殺
到
す
る
。
本
來
舂
蠶
の
み
飼
育
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
.

が
*

夏
秋
蠶
の
.

飼
育
が
發
達
也
る
こ
と
は

1

つ
の
進
步
で
あ
る
.0
秋
蠶
の 

:

飼
育
柏
明
治
初
年
に
I

ま̂
'

:

萌
治
ご
.

ゼ

部

頃

に

；
は

逢

國

夏

秋

®

の

收

繭

霉1彭

貫
，

_

^

^ : 

繭

總

生

產

額

：の

.

三

割

七

分

を

沾

め

：る

允

至

<>
.
た
:;
0(

朋
^

の
季
節
姓
を
調
整
す
る
o'

併
し
乍
ら
乾
繭
取
引
は
後
述
す
る
如
ぐ
國
家
の
慠
護
助
長
に
も
枸
'

ら
ず
、
さ
し
た
各
普
及
を
み
ず
、
昭
和
十 

1

一
年
乾
繭
.

取
引
の
.

古
め
.る
割
合
は
ー八、，
ー

沴
に
過
ぎ
な
い
o

,(
「

»

糸
要
覽J

五
六
頁

)

■

.
、

夏
秋
繭
の
增
加
に
せ
よ
、
乾
聰
裝
置
の
發
達
に
.

せ
よ
、
そ
れ
ら
に
は一

定
の
M

界
が
認
め
ら
れ
、‘
藤
取
引
の
季
節
性
を
幾
分
緩
和
す 

る
と
一K

ふ
域
を
脫
し
な̂

然
る
限
り
繭
は
商
人
の
近
代
的
經
營
の
對
象
と
し
て
の
條
件
を
著
し
く
欠
ぐ
。
繭
取
引
を
取
續
的
に
行
ひ 

得
ざ
る
結
艰
、
取
引
の
合
理
性
は
實
現
さ
れ
ず
、
商
人
は
商
略
と
良
機
と
を
电
心
に
の
み
繭
取
引
に
從
事
す
る
事
と
な
る
。

.

.

/
藤
の
季
節
•

性
と
關
聯
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
運
搬
性
に
'

乏
し
い
と1

K

ふ
こ
と
で
あ
る
。
繭
が
運
搬
に
よ
ク
■て
潰
れ
繭
が
出 

て
品
質
に
影
響
す
名
と
共
に
、.
激
動
に
よ
つ
て
解
舒
が
不
良
と
た
り
、
延
い
て
は
製
糸
能
率
を
俄
下
せ
し
め
る
と
一K

は
れ
て
ゐ
る
。(

棚 

橋
初
太
郞
發「

小
農
經
營
と
協
同
組
合」

ニ
七
一
頁)

勿
論
、.
製
糸
業
'

の
發
展
に
つ
れV

、
.

繭
の
運
送
技
術
の
改
善
、
炎
繭
の
發
達
等
.に 

よ
り
、.
瞒
の
.

移

動

が

擴

大

さ

れ

た

け

れ

ど

，も

*

自
由
灰
る
全
國
的
交
流
_

は
み
ら
れ
な
い
。
然
る
限
り
繭
亂
引
は
地4

^

と
な
り
、
各
地 

杧
，
げ
多
相
^1

^
獨
觉
''
1>

た
地
.

方
市
場
|

地
方
憤
袼
の
#

立
；は
、
：齒

略
$

V

..

渙
村̂

於
げ
^
商
取
引
み
就
開
を 

”

.:.

〈

y
.::
.
:■
-

.

'.
1

1

1

.七
:'
:

パ.
'

&

一

s
r

 

七
：

1
.
1
1
.
V
:

.

,

.



,

,

農
村
-

に
於
け
る
商
取
引
の
展
開
„

、
.

、
.

'

，.
パ

、 

H

A

,
 

*

 

c

t

s

s

 

-

な
活
躍
の
地
盤
を
提
供
，す
る
も
の
で
.

，あ
る
®
 

、
 

一..
 

: 
.

*
■

' 

!

 

:

,'
•

' 

/

以
上
の
如
く
繭
生
產
の
哮
節
性
と
繭
の
貯
藏
性
離
び
に
運
搬
性
の
欠
除
と
一
其
ふ
自
然
的̂

:

に
よ
っ
て
、
繭
取
；

S

の
近
代
化
乃
至
合
：
 

理
化
は
發
し
く
阻
辔
さ
れ
る
。
併
'

し
乍
ら
.

そ
れ
ら
は
基
本
的
尨
問
題
•

で
は
な
v>

。
例
へ
ば
繭
の
貯
藏
性
に
し
ズ
も
,*

乾
繭
裝
置
の
發
展
.
’ 

に
よ
っ
て
そ
れ
‘

が
著
し
.

ぐ
調
盤
さ
れ
る
.

べ
そ
可
能
性
が
あ
る
に̂

拘
ら
ず
、
乾
繭
取
引
の
普
及
が
A

ら
れ
■

な
い
。
师
題
は
何
故
に
そ
の
.
' 

實
親
が
妨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
‘

か
と
一K

ふ
，社

會

的

蔽

件

に

か

る

の

■

で
あ
る
。
、叉
運
搬
性
に
關
し
て
も
、
た
と

へそ
れ
が
技
衙
的
に
限̂

あ
り： 

,

と
し
て
も
、
商
取
引
の
發
達
は
、
現
物
の
移
動
を
俊
た
づ
し
：て
、
見
本
取
引
乃
至
銘
柄
取
引
に
ガ
り
、
市
場
の
內
包
的
並
び
に
ル
延
的 

瘸
大
は
無
限
に
，行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
'

に
繭
取
引
に
於
で
そ
れ
が
み
ら
れ
.

な
い
の
は
*

故
に
も
±'

い
茶
本
的
な
社
會
的
條
件
が
，
 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

'
、ぐ 

然
ら
ば
そ
の
繭
生
產
に
於
け
る
社
會
的
條
件
.

と
は
何
か
で
日
，本
農
業
の
一
般
的
性
格
と
し
て
の
小
規
模
性
.

と
窮
追
性
と
：を
.擧
げ
る 

J

が
出
來
る
。
日
衣
に
於
け
る
農
業
生
産
の
小
規
模
性
は
、
EI

.本
農
業
の
特
質
を
分
析
す
る
事
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
さ
れ
る
所
で
あ

四
'

九
瓦
、
'

收
繭
數
量(

同
上

)

四
四
貫
三
四
_

八
.

匁
と
’

な
っ
‘

て
ゐ
名
0
 

(
「

蠶
糸
耍
覽」

三
四
頁〕

.

坐
糸
取
引
乳
位
一
荷
⑵
要
す
る
原
料
繭
ー
；
 

:

趕

0-
»

忐

對

谇

ば

翁

ば

汾

製

弟

業

_

邏

蕩

對

_

る

鳘

馨：

の̂

規
擬
性
は
決
定
的
セ
；务
が
4 V

咬

ひ

豐

1

|

圬
當
り
故
繭K

:

 

額
を
み
る
な
ら
ば
、
.

昭
和
十
三
年
統
計
に
よ
れ
ば)

一
〇
三
圓
九
こ
錢
と
な
つ
て
ゐ
る
。
斯
、
る
養
蠶
農
家
の
小
規
模
集
ゆ
養
蠶
の
季
節 

.

性
と
相
俟
っ
て
、
取
引
の
近
代
化
を
，阻
害
す
る
。
近
代
的
取
引
•

は
大
量
商
品
の
規
則
的
取
引
を
前
提
と
し
て
始
め
、て
可
能
で
あ
る
o

.然 

ら
‘

ざ
る
場
合
は
、
小
量
の
取
引
に
於
て
可
及
的
大
な
る
利
益
を
確
得
せ
ん
と
、
，多
數
の
非
近
代
的
商
入
の
_

簇

生

を

み

、
.そ
の
前
寄
、本

主

. 

儀
的
手
殺
が
弄
せ
も
れ
る
結
果
と
な
る
。
更
忙
養
蠶
業
は
そ
の
規
模
に
於
て
小
で
ぁ
る
ば
か
り
で
龙
く
、
そ
め
經
營
內
容
於
資
わ
主
義

f

へ

：，'
.

的

叙

業

货

：は

な

ぐ

じ

て

家

族

的

勞

作

經

營

で

贪

,

鄭
ぢ
繭
商
'«

屈
め
_

調

：_
:
:
利

潤

坐

產

粑

で

 

ンA

 

,
. 

/

置
か
れ
て
ゐ
る
。•
更
に
* '

家
の
經
濟
的
脆
弱
性
に
よ
り
、
現
金
收
ん
へ
の
焦
慮
に
よ
る
繭
の
賣
急
ぎ
と
运
ふ
現
象
が
先
れ
石
。
：又
.
，

：
■:
.

^

 

■ 

繭
.が
他
の
農
產
物
と
見
り
殆
ん
ど
凡
て
が
商
品
化
せ
ら
れ
現
金
化
せ
1

れ
る
。
此
等
の
、事
情
も
亦
繭
取
引
を
箸
し
く
前
资
本
主
義
的
た
：,

ら
し
め
る
。

資
本
主g

的
生
產
に
あ
つ
t

は

存
續
し
得
な
い
如
き

條怦の於でも

•

* *

蠶
經
濟
は
續
行
さ
れ
、'屢

'>

そ
こ
に
.養
蠶
*

 

.つ
：
y 
,

•.
;

‘

ン 

• 

•
• 

. 

■
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.

.
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.

.
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-
、

 

.

.

. 

.
4
1
? 

:■ 

- 

-
• 

- 

. 

. 

.

.

. 

-

一
べ
：.
'

:

:

:':
經
_

の
齪
靱
性
觀
电
張
：#:

ら
_

黎

：：
誕

岡

齄

之

助

_ 

.

:■
:

襲 

’

 

-

;

行
は
ル
る
事
は
、
取
01
に
於
け
る
咯
镡
の
非
合
理
的
1

CP
可
能
性
を
與
へ
る
も
の
、で
あ
-る
。
，.

.

•
； 

- 

^

以
上
の
如
き
释
濟
的
環
境
の
下
に
、
繭
取
引
並
び
に
そ
，こ
に
介
在
.す
る
商
，人
は
極
め
て
前
資
本
主
義
的
性
格
を
帶
び
る
。
.
，

、

、

'

一
：

.
,

繭
商
人
と
し
セ
繭
仲
買
人
と
繭
問
屋
と
が
擧
げ
ら
れ
各
。
取
引
方
.衷
は
之
氧
繭
蔽
人
が
菌
の
出
廻
季
節
に
養
蠶
家
を
戶
每
に
訪
問
し

 

い
 

U

 

,

ズ
買
集
め
る
坪
買
ふ
、
養
蠶
家
が
繭
商
人
の
店
舗
に
繭

.を
搬
入
.しV.

賣
却
す
る
'持
.込
販
賣
と
が
あ
る
。
繭
仲
買
人
は
’

" #
く
の
場
合
他
に
 

一
 

マ 

•

生
業
を
持
ち
、
•
繭
季
節
に
の
.
み
仲
買
人
と
.
な
り
繭
を
•取
扱
ふ
の
で
あ
つ
て
、
資
カ
蹯
骄
で
耿
扱
數
量
も
少
く

"

從
つ
て
極
め
て
僅
か
な

.

 

：  

厂 

.

取
扱
數
量
の
中
に
檄
度
や
利
益
を
追
求
し
、
永
續
的
な
商
權
と
一

K

ぶ
が
如
き
事
を
‘

何
等
考
慮
せ
ず
に
、
そ
の
場

®

りの，活
動
を
t

す
も 

；

,

•- 

の
で
あ
る
。
市
況
に
疎
；$
弱
少
な
苓
小
生
.産
者
に
對
し
て
、
.
凡
ゆ
る
絛
瞞
的
手
段
を
弄
し
て
繭
を
實
集
め
、、
.こ
れ
を
繭
問
屋
乃
至
は
製
.

, 

-

糸
業
^

に
寶
却
す
る
。
.'
 

' 

.

.

.

•

 

• 

• 

*

•

;

 

' 

繭
問
屋
は
繭
仲
買
人
に
比
し
て
% .

カ
な
商
人
で
.

は
あ
る
'

が
、
純
‘

释
め
問
屬
業
務
_

©

‘み
を
營
1

近
.

代

的

商

人

で

は

な

い

。
‘
即

ち

製

糸

家

 

パ
一

の
委
‘

託
に
よ
り
繭
の
.買
入
れ
を
な
す
ば
か
り
で
な
ぐ
/*

自
己
0

.

計
算
に
.

於
セ
.

、.
文
は
他
商
人
と
共
同
し
：て
思
惑
的
買
入
れ
を
な
し
、
吏
.

.
t
:
.

 

V

に
進
ん
セ
繭
冲
貿
人
.

に
.

資
金
を
供
給
し
.

て
投
機
的
な
買
A

れ
を
行
ふ
o
 

.然
も
を
の
投
機
活
動
は
、
.

需
給
を
正
確
ず
反
现
，せ

る

價

铒

の

變

>

J

 

;
 

.

動
を
通
じ
て
行
ふ
の
で
な
く
、
養
蠶
家
の
齡
赞
，と
窮
迨
に
乘
じ
て
、
買
止
め
其
他
各
释
'

の
前
資
本
生
#

的
商
各
を
莽
す
る
事
に
よ
つ
て
' 
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湖
智
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、Vt

農
村
に
於
け
る
、商
取
引

.

の
、
展

開
Z
 

• 

•

，

四G

 

(

へ
四
七
，六
ゾ 

，所

謂

不

疋

故

利

益

を

獲

得

せ

ん

と

す

，る

も

の

で

あ

る

。

' 

_

.•
■
■.
,
 

-
-■ 

• 

• 

. 

ノ 

I

例
へ
ば
大
正
八
年
.

千
葉
縣
に
於
て
繭
商
人
.

の
齎
す
，弊
害
の
事
實
を
故
し
た
結
果
、
次
の
諸
點
が
擧
げ
ら
れ
た
。S

藤
質
本
位
の
評
價 

:

に̂

る
取
引
を
な
す
に
非
ず
し
て
常
に
商
略
を
赛
じ
御
都
合
主
義
の
取
引
を
&-

す
も
の
少
か
ら
ざ
る
事
、s

僻
遠
の
地
.に
し
て
購
買
者 

少
數

の

，時

豫

め

購

買

價

格

を

協

定

し

賈

ひ

倒

し

■

を
な
す
も
め
あ
.

る
摩
、
(3

)
繭
の
出
廻
り
期
に
於
て
往
々
買
止
め
を
行
ひ
販
賣
者
を
し
て 

狼
狽
せ
.

し
む
名
も
の
あ
る
事
、S

見
本
取
引
の
場
合
*

其
の
受
渡
品
於
見
本
と
異
る
と
稱
し
取
引
"

の
圓
滑
を
欠
，か
し
む
る
も
の
あ
る
事
、

:
:.
©

繭

右

購

貢

價

格

樣

騫

蠶

家

，
§
'
居

：宅

^
於

—
敗

衆

_
着

も

^

叹

荷

©

»
貧

集

に

曼

膨
^

の
瘍
.

に
望
ん
で
、< 
各
琿
の
苦
情
を
唱
へ
取
引
の
圓
滑
を
欠
.

く
に
至̂

も
の
あ
る
事
、(

千

葉

縣

內

務

瓿

編

「

中

葉

縣

の

觸

市

場

概

觀

」
〕

甘 

の
報
告
は
、
_

商
人
に
.

ょ
る
取
奸
界
如
何
杧
前
資
私
生
義
的
で
あ
名
か
.

を
、
明
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。,

. 

，

二 

-

 

-

 
,

 

■ 

\ 

:
; 

'

前
述
せ
る
如
く
繭
に
關
す
る
商
人
，取
引
は
、
極
め
て
前
資
本
主
義
的
散
も
の
で
あ
る
。
併
し
今
ら
斯
、
る
取
引
が
行
は
れ
.る
た
め
に 

は
、

一
党
の
前
礙
が
韵
束
さ
れ
な
け
‘

れ
ば
|

_

な
い
。

一

方
•

に
於
て
養
a

業
が
農
家
の
副
業
的
地
位
に
あ
り
、
繭
の
萷
品
化
が
純
释
な 

形
で
顯
は
れ
ず
、
他
方
匕
货
て
製
糸
業
-^

亦
小
規
模
で
あ
り
、
繭
市
場
が
地
方
的
に
形
成
さ
れ
る
場
合
に
ぴ
み
、，
繭
商
人
の
機
能
は
充 

分
に
發
輝
さ
れ
、そ
の
機
能
を
利
用
し
て
多
額
の
商
業
利
潤
を
收
得
し
.得
る
の
で
ある

O

即
ち
繭
商
人
に
ょ
る
前
資
本
主
義
的
取
引
は
、
 

繭
取
引
を
菌
饒
す
る
社
會
的
激
境
‘

が

前

資

本

主

義

助

で

あ

る

限

り

に

、於

て

-9

み
.

成
立
す
る
。 

'

:

然
る
忙
農
村
に
»

ず
る
貨
幣
經
濟
の
浸
潤
と̂

生
糸
市
場
办
賺
特
：に
國
外
市
瘦
と
<0
-

奮

に

：伴
ふ
製
糸 

近
代
化
を
要
求
し
、
前
資
本
、

m

義
的
な
商
人
.

取
引
は
限
界
に
到
達
す
る
。

•

•

先
づ
豢
蠶
業
め
.發
達
、

v

農

策

：に
：廣

け

名

副

業

的

地

位

：ょ
ヶ
主

！

蠶

農

業

^

の

霞

、
；
、
繭

商

乱

化

权

雜

：と

擴

大

等

は

左

揭

：
の

各
歡
の
指

滔
邱3
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al.
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^

檩
に
よ
つ
セ
示
さ
れ
名
::
0

,

之
等
の
傾
向
は
何
れ
も
養
蠶
家
の
繭
取
别
ヒ
對
ず
.

：る
關
心
：を
深

め

；
る

:°

豢
蠶
業
が
魂
族
勞
作
經
濟
：で
あ
る
と
：
 

し
て
孓
、
; «

幣
經
濟
と
沒
交
涉
で
は
な
い
。
養
蠶
經
濟
に
對
す
る
貨
幣
經
濟
の
浸
潤
は
、
多
く
の
現
金
支
出
を
要
求
す
る
。「

繭
の
現
金
• 

支
出
^ ,

し(

永
#'

淳
雄
著〕

に
よ
れ
ば
、
、左
め
如
き
數
字
が
示
さ
，れ
て
ゐ
.

る
。

，

パ 

•

•■
.

交

養

蠶

經

曼

に

龄

け

'̂
'

現
金
支
出
の
占
め
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る
割
合
味
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四
七
八)

.

更

に

養

麗

家

、の
消
費
經
濟
分
野
に
於
け
る
貨
幣
的
支
出
お
相
俟
っ
て
、繭
麗
代
金
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。他
面
農
家
收 

>

人
ぢ
1

收
入
の
.
.古
め
る
割
合
を
み
’

れ
ば
、I

ハ•
五
^

と
！

K

ふ
結
果
.

が
示
さ
が
て
ゐ
名
。(

昭
和
九
年
度
農
林
锴
經
濟
奶
坐
部
•

诹
和
九
年
，
 

度
#

家

經

濟

調

奔

」〕

こ

の

事

は

百

パ
.

丨
セ
ン
ト
に
近
い
繭
の
‘

商
品
化
淳
.

の
事
情
と
丼
に
、t

®

家
の
繭
取
引
に
對
す
る
努
力
が
進
め
ら 

れ
る
の
を
f

味
す
る
.

。
貨
幣
收
入
の
增
大
は
一
臌
養
|

|

經
營
の
合
理
化
に
よ
る
繭
坐
趦
費
の
切
下
げ
に
龙
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
趦
繭 

處
理
の
不
適
當
に
よ
る
損
失
に
’

對
し
て
も
當
然
に
反
错
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
，
 

, 

前
述
せ̂

如
く
商
人
の
介
在
に
よ
る
繭
取
引
ば
極
め
そ
前
資
本
中
：義
的
で
あ
り
、
特
に
繭
價
格
の
成
立
に
不
合
理
性
が
.見
出
さ
れ
る 

と
す
れ
ば
、-
養
麗
家
に
と
っ
て
先
づ
此
の
前
貧
本
主
義
的
な
.取
引
機
構
を
如
何
に
し
て
改
善
す
る
か
と
云
ふ
こ
ど
が
不
斷
の
關
心
と
な 

る
。繭
商
人
に
よ
る
繭
評
價
に
際
し
て
の
備
_

性
ぼ
、
養
蠶
家
が
繭
市
場
か
ら
遮
斷
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
に
於
て
の
み
保
た
れ
る
の
で
あ
る 

;

_

述
せ
：采

看

取

場

ぬ

：擴
_

と
*

蠶

家

論

販

費,

對

凍
,

：镙

存

性'の
：薄
加
ー
と
共
紀
、
：：
所 

と
沄
.

ふ
事
‘

に
對
す
る
反
赏
が
始
ま
る
。
勿
論
* .

産
物
.

が
極
端
な
る
窮
迫
®'
.

品

北

，が

行

は

れ

る

場

合

に

は

、

取

引

に

於

け

る

偽

瞒

性

に

對 

す
る
反
键
に
も
枸
ら
吵
、
各
種
の
緊
縛
P

故
に
前
資
本
主
義
的
な
商
人
取
引
を
排
除
し
得
な
い
。
，恍
し
乍
ら
養
蠶
邊
家
は
多
く
の
場
合 

比
較
的
富
農
的
地
肊
に
あ
り
、
そ
の
大
な
る
繭
商
品
化
率
の
事
情
と
相
俟
っ
て
：、
商
人
取
引
よ
り
の
離
脫
は
容
易
に
行
は
れ
る
。
從
來 

桑
園
_

劣
等
地
冢
1>

で
地
衔
僅
少
で
あ
.

り
、ー：黉
賈
-

格
：孓

低

廉

：で

妒

っ

ぜ

自

作

於

處

^

.

か
、1:

侗

れ

ね

於

で

：：も

古

ぐ

私

^

帘

場
_

環

境

：
.■

の
：卞

：に

直

接

遛

务

れ

て

务

り

マ

 

.

,
'

:■
;
:

‘

前
資
本
主
義
的
な
滴
人
取
引
を
衰
退
に
導
く
よ
り
重
要
な
、要
切
は
、

.

製
糸
業
、の
發
展
の
側
に
求
，め
ら
れ
る
，。
興
糸
業
が
た
と
へ
マ
一
一 

ュ
フ

•

ア
ク
チ
ュ
ァ
の
段
㈣

に
止
ま
る
士
は
袞
へ
、
從
來
の
座
繰
製
糸
よ
り
器
械
製
糸
へ
の
轉
換
、
そ

.

の
經
營
規
模
の
擴
大
北
は
、
藤
取

.

'

.

«

.

.
 

•

-

.

，，ぐ
 

.

.

.. 

•
•
.
.
.
.
.
.
.

引
に
.

對
し
て
近
代
化
を
要
請
す
る
。
.

製
糸
等
の
發
展
は
左
揭
の
諸
表
に
よ
つ
.

て
示
さ
れ
る
。

.

■

、

.

潘
甜m

/\

翁 

画

s

lu
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s
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a

,

/

.

然
ち
ぼ
製
糸
業
の
發
展
に
栽
く

®

娘
引
の
近
代
化
と
は
如
何
な
る
事
を
意
味
す
る
か
。
近
代
工
業
の
成
立
、
即
ち
大
規
模
生
產
が
可 

能
な
ら
し
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
，原
料
購
入
並
び
に
製
品
販
賫
に

•

於
て
、
品
質
の
統

'

也
る
大
曼
な

'!
§

]

品
の
規
則
的
な
取
引
が
前
提
さ 

れ
な
け

.

れ
ば
な

.

ち
な
い
。
，繭
質
の
統
，i

と
.

K

ふ
事
は
、.

養
蠶
*

の
自
然
的
性
質
の
故
に
極
め
て
闲
難
な
問
題
で
あ
り

 
> 

そ
の
點
に
關
し 

て
せ
後
述
す
る
で
あ
ら
ぅ
，。
玆
で
先
づ
問
題
と
な
る
ぬ
は
、
繭
取
引
の
蟥
大
で
あ
る
。
即
ち
繭
取
引
の
近

g

は
先
づ
蒐
集
機
能
の
擴

夫
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
生
糸
生
產
の
獷
大
は
何
を
置
い

V
'

も
先
づ
原
料
の
增
加
を
必
要
と
し
、
'商
人
取
引
は
そ
の
必
要
を
充
す
限
り
に

, 

ノ 

• 

. 

• 

< 

• 

• 

•

於
て

-

の
；み
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
■
 
°

‘ 

■
 

- 

\

 

- 

•
 

‘ 

.

'

，
繭
の
商
品
化
於
傅
加
し
、
繭
市
場
が
獷
大
す
る
に
つ
れ
繭
徵
の
合
理
的
決
定
へ
の

.

途
が
拓
か
れ
、
た
と
へ
‘

商
人
に
ょ
る
相
對
取
引
が 

行
は
れ
る
場
合

•

で
も
、
取
引
に
際
し
て
の
傷
瞒
と
投
機
に
基
く
齓
篥
刹
潤
の
•確
得
は
不
可
能
と
な
を

Q

.

か
く
て
商
人
も

'

小
量
の
取
引
必
，
 

中
に
多
く
の
利
潤

t

收
得
す
る
の

'

を
止
め

*

所
謂
公
正
な
る
利
潤

-

の
增
大
を
圖
る
た
め
に
、
可
及
的
<
量
の
取
引
を
な
す
べ
く
努
カ
す 

，る
に
至
る
。
卽
ち
商
人
の
側
に
於
て

^

蒐
集
機
能
の
獷
大
が
要
請
’

せ
ら
れ
るV

で

あ

^

。
 

' 

,
 

\ 

遵
时
，に
於
け̂

-
-

商
取
引
の
展
開
‘
 

，

.

、
 

•
 

« 

s
 

C

一
四
七
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市 場 數
M  ■

明治—七布 ...._ 1
同 ニニ年 .3
同 ニ七年 8

.同 三'ニ年 r M
同 三七年 17
同 四ニ年 24 ,
大IE S 年 38
同 八 年

9 1

' 

,

農

村

に

於

！

b
;
6

商

取b

の

置

'

, 

-
.
'
i
t

因

-

(
一

掛

ん
0

5

•

蒐
集
機
能
'

の
.

擴
大
が
要
求
せ
ら
れ
る
や
、
、商
人
に
よ
、る
個
別
魄
故
相
對
取
引
は
限
界
に
，到
達
す
る
'
0*

即
ち
繭
取
.

引
高
の
增
加
は
、
，繭 

商
人
の
資
本
を
以v

し
て
は
消
化
し
得
な
い
額
と
な
る
。
栽
に
於
I

商
人
の
變
質
が
齋
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
資
本
主
義
的
取
引
に 

從
事
し
、
.

投
機
と
商
略
に
よ
つ
て
商
業
利
潤
を
確
韻
す
る
場
合
--
>

商
久
は
自
己
の
計
算
に
於
て
取
別
す
る
。
然
'

る
に
繭
取
引
の
增
加
に
，
 

，
仲

ひ

自

已

の
’

資
本
を
.

以
て
し
て
は
そ
の
取
引
を
自
由
に
.

な
レ
得
な
く
な
り
、
.

更

に

繭

市

場

の

擴

大

に

よ

り

個

々

.の

繭

取

引

に

於

け

る

賈 

.

.

. '格

の
相
瓦
關
聯
性
が
/ %

加
し
て
'

、
合
理
的
繭
價
の
形
成
が
行
は
れ
始
め
る
や
、
商
人
は
投
機
を
目
標
と
す
る
自
己
賣
.

貢
：に
：よ
る
繭
の
W - 

入
4

を
止
め
、
- «

次
養
蠶
家
と
製
來
家
と
の̂

^

買
の
*

仲
立
を
專
業
と
す
.

る
に
ー
全
る
。.

そ

、の

最

も

高

度
1

發
展
せ
る
形
態
が
、
繭
市
場 

の
經
營
で
き
。
地
方
忙
よ
？

興
る
け
れ
ど
も
、

I

般
に
‘

繭
市
場
は
繭
問
屋
よ
り
發
展
せ
f

の
で
あ
る
と
、い
は
れ
て
ゐ
る
o

(

碓
永
. 

差

著
•「

繭
市
場
研
究」

.一

七
5

1

般
に
農
產
物
、
險
に
靑
果
物
の
如
く
腐
敗
性
の
故
に
短
期
勝
に
大
量
の
取
引
を
な
す
必
要
が
あ
論
' 

合
、
市
場
と
一k

ふ
形
態
が
技
術
上
最
も
響
で
あ
る
。
か
く
し
て
蠶
糸
業

の

、興i

期
た
る
明
治§

末
葉
よ
り
大
罢
初
年
に
か
け
て
繭 

帘
場
は
顯
著
な
る
發
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
o
.

(

唯
永
S

「

繭
市
場
研
究」

一

ニ
頁

)

H

•■
•

.

、

• 

» 

- 

.
 

I. 

V, 

.
 V:
.
'
'
'

ぐ.
.

.

.

.. 

：
•

.

.

.
 

.

以
上
の
如
く
I

し
て
商
人
取
引
よ
り
.

市
場
取
引
へ
の
推
移
が
行
は
れ
る
の
.

で
あ
る
が
、
然
ら
ば
市
場
取
引
k

於
て
、
取
引
の
近
泛

»

.

至
ば
合
1

化
が
如
何
な
蚤
程
度
に
於
て
，齎
さ
れ
る
：で
あ
ら
ぅ
が̂
 ̂

評
價
機 

能
と
蒐
集
籠
と
に
向
け
，ら
れ
た
事
は
前
述
せ
る
所
で
あ
る
。
.

行

論

，の

都

合

上

、

.

先
づ
特
に
製
糸
業
.

の

側

よ

り

屬

求

せ

ら

れ

.る

寬

集

機 

.

能
の
點
よ
り
、
繭
取
引
の
近
代
化
の
事
情
を
明
か
な
A

し
め
よ
ぅ
。

市
場
取
.

引
は
そ
の
成
立
の
事
情
か
ら
し
て
.

、
繭
の
莧
集
機
能
が
商
人
取
引
よ
り
も
よ
り
良
く
發
部
さ
れ
る
と
袞
ふ
事
.

は
.

明
か
.セ
あ 

る
Q

繭
の
買
入
.

れ
を
行
ふ
時
は
、商
-

<

資
本
を
以
て
.

、取
引
し
得
る
の
は
限
ら
れ
た
額
で
-

あ
る
が
、
取
引
の
仲
介
を
な
す
事
に
よ
っ
て
、

>

 

•

极

高

は

增

大

し

得

る
,°
併

し

乍

ら

そ

こ

に

や

は

り

 

一̂

の
限
界
の.あ
'

る
.

事

も‘
認

め

な

け

，れ

ば

な

^

-

な
い
。
市
場
取
引
は
商
人
に
よ
^
個 

肌

的

取

引

と

そ
.

の
%

引
形
式
に
於
て
差
異
が
あ
'

る
と
は
沄
へ
、
依
然
と
し
、て
商
人
取
引
で
あ
る
事
に
變
り
ば
な
い
。
即
ち
商
人
を
仲
介
，
 

と

免

る

取

引

で
.

あ
る
點
に
變
り
は
な
く
<

^

商
人
の
活
動
が
‘

賢
取
か
ら
仲
立
へ
と
變
化
し
た
.

に
過
ぎ
な
い
の
.

で
あ
^0

從
9

て
！
時 

的
に
も
せ
よ
，
览
集
に
伴
ふ
金
1

能
を
營
む
必
要
が
‘

あ
り
，
そ
れ
に
對
す
る
商
人
贫
本
の
能
力
に
限
界
が
や
は
り
認
め
，ら
れ
る
。

.

.

.第

賢

機

能

は

.
早

に

そ

れ

自

體

と

し

て

考

察

の

對

象

と

は

な

り

得

な

い

o

.资

本

主

義

經

濟

機

構

の

下

に

於

て

は

、

そ

の

内

容

と

し

て

金

 

融

機

能

が

常

に

隨

伴

せ

し

め

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

o

.分

散

せ
*
る

生

産

者

よ

り

小

贵

の

財

貨

を

大

*

に

集

荷

す

る

と

茨
‘ふ

機

能

は

、

.【

般
配
給
組
織
論
に
於
て
好
ん
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
問
題
は
寧
ろ
そ
れ
が
如
何
に
し.

.
V

實
現
せ
し
め
ら
れ
る
か
、
そ
の 

,

內
容
に
あ
る
0*
.

貨
幣
經
濟
、
M

に
は
信
用
經
濟
の
機
_

の
下
に
■あ
っ
て
は

、
蒐
集
機
能
は
金
融
■.
能
の
裏
打
ち
が
あ
っ
て
始
め
て
行
は 

，
れ

る-°
.
- 

.

.

. 

ノ 

.

シ
■

が
#

®

家
の
手
よ
り
離
れ
て
流
通
部
面
，に
入
り
、
商
人
の
仲
介
に
よ
っ
て
集
荷
せ
ら
れ
て
製
糸
家
？
手
に
受
る
場
合
、
繭
の
貨
盤 

へ
の
轉
化
、致
び
貨
幣
の
.

繭
へ
の
轉
化
は
一
走
の
資
本
の
存
在
に
よ
•っ
て
始
め
て
可
能
で
あ

る
6

然
k

ば
繭
の
.か
>

る
取
引

I

集
荷
を
可 

.

能
な
ら
し
め
•

る
資
本
は
、‘：

何
處
に
求
め
ら
れ
.

る
か
。
.

若
し
養
蠶
家
及
至

i

製
淑
家
祀
こ
れ
を
求
め
得
る
な
h

ば
、
商
人
は
單
に
市
場
設 

,

農
村
2

於
け
る
瓶
取
'9|
-

の

展

開

.

.

. 

‘ 

' 

i

五

-

(

S

-A
1

5
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へ
廣
村
に
於
ポ
る
商
取
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賜
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拽
凡
5

 

«

に
實
本
そ
投
下
す
る
第
に
よ
-0

て
、
無
限
に
藤
J
iR

'
引
W

從
ヴ
て
蒐
集
機
能
を
發
银
し
得
よ
ぅ
。
然
ら
ざ
る
，場
合
に
は
、
商
人
取
引
が 

た
と
人
個
別
的
相
對
取
引
>

よ
り
市
場
取
别
へ
と
形
般
的
變
化
を
遂
げ
た
と
し
て
も
ゾ
商
人
が
蒐
荷
の
た
め
の
金
融
を
行
ふ
以
上
、
蒐
集 

機
能
は
商
人
資
本
の
額
に
よ
つ
て
や
が
そ
限
界
に
到
達
す
る
。

.■

前
述
せ
る
如
べ
養
醫
は
此
展
的
富
農
的
地
位
に
あ
り
、
繭
の
蔽
品
化
率
が
極
め
て
大
で
•

あ
る
と
は
一
衣
へ
、

そ
れ
•は

依

然

と

し

て

價 

格

生

產

、の
段
®

に

止

言
.

、
利
卿
生
產
へ
の
移
行
は
窗
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
の
限
り
に
於
て
養
« '

を
に
.

流
通
期
間
の
資
本
を
求
め
る
事
. 

は
不
可
能
で
あ
る
。
A

論
、
鐘
紡
の
昭
和
產
業
株
式
會
撤
の
如
き
資
本主

'； S

的
經
營
が
み
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
例
外
的
事
象
で
あ
つ
て

: ^
_

_

#

翁

■

着

_

展

_

_

薄
: 1

暮

靠

: 1
*

_

.

,

的

廳

ゅ

襄
_

如1

卷
^

'

て
ゐ
る
0

.

/

そ
の
限
り
‘

に
於
て
、„
資
本
能
カ
を
伴
つ
た
何
等
か
の
機
亂
に
'1

る
蒐
集
が
必
要
で
あ
る
0
 

’，

然
ら
ば
製
糸
家
に
之
を
求
め
得
る
で̂

！ら
ぅ
か
。
座
繰
よ
り
乾
械
繫
へ
の
轉
換
に
も
拘
ら
ず
、
製
糸
業
は
.

，マ

U

 

H

フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ 

(D

段
階
に
止
ま
り
、
.

多
く
の
場
合
生
糸
問
屋
の
支
-@
5

卞
：に
.

置
が
#

て̂

^

、流
逋
部
商
.

に
於
け
务
資
本
機
能
が
負
擔
は
.行
ゆ
れ
得
な

 々

從
つ
て
蒐
集
機
能
は
商
人
資
ギ
の
擔
當
す
る
所
と
散
る
0,

勿
論
片
倉
、
郡
是
等
の
巨
大
製
糸
の
確
立
を
み
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、、
そ 

,

の
場
合
に
於
て
は
製
糸
分
野
の
近
代
化
は
當
然
に
取
引(

原
料
_

入
、
製
品
販
賨
何
れ
に
あ
'

つ
て
も〕

の
近
代
化
を
要
請
す
る
。
併
し
尔
‘ 

,

ら
.

市
場
取
引
に
於
て
は
'>

次
に
述
べ
•

る
如
く
邀
別
、
評
價
機
能
が
充
分
に
行
は
れ
ず
、
取
引
の
合
理
化
が
そ
の
點
よ
り
阻
害
さ
れ
M

ゐ
.
. 

る
。
そ
こ
に
市
敬
取
3

よ
り
特
約
取
引
へ
•

の
推
移
の
肢
因
が
見
出
さ
れ
み
の
で
あ
つ
て
、
寬
集(

t

融)

機
能
の
檐
當
が
商
人
よ
り
製
糸 

業
に
移
る
や
ぶ
や
、
喪
糸
業
は
商
人
‘

の
介
在
t

待
た
ず
し̂
.

、
自
ら
養
蠶
家
と
接
觸
す
る
.

に
至
り
、
市
場
取
引
は
衰
退
す
る
。
帘
場
取 

引
と
一M

形
態
を
と
る
限
り
、
宽

蠢

能

接

然

と

し

V

商
人
資
本

H

依
存
し
、
I

別
的
相
對
取
引
と
麗

H
i

定
の
限
界
と
認
め
ざ
、
 

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

：
， 

、

.

'

.

•
.

市
發
取
引
に
於
て
.

.

商
人
が
製
糸
業
者
に
代
ヴ
5

集
機
能
を
行
つ
て
ゐ
_

る
事
情
は
、
豫
納
金
制
度
-

の
、形
式
化
と
、
立
替
金
制
度
の 

增
加
と
し
て
_

は
れ
て
'

ゐ
る
。

-

’ 

• 

’ 

,

讓
金
制
度
は
豫
め
市
場
が
購
繭
者
た
る
，製
糸
家
に
對
七
て
、藤
'

の

賀

取

前

：に
.

,

定
の
.

金
額
^ .

納
人
せ
し
め
る
制
度
で
‘

あ
る
.0

卽
ち
ノ 

取
引
に
對
十
る
證
據
金
で
あ
り
"

購
蠶
菩
の
往
爲
を
防
禦
す

^ ;

目
的
を
以
て
設̂

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
^
‘前
述
せ
る
如
く
養
黯 

業
に
於
け
る
資
本
の
欠
除
は
、繭
代
金
の
速
か
な
る
支
拂
を
要
求
し
、
現
务
が
直
飞
に
受
取
れ
得
な
い
場
合
は
市
場
に
對
す
る
,
荷
样
滅 

退
す
る
り
換
言
す
れ
ば
市
場
が
金
扉
機
能
を
负
擔
せ
ざ
る
限
り
蒐
荷
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
"從
つ
て
市
場
商
人
は
，、
製
糸
家
ょ
>

繭
代

:

V
:叙
■

納
金
お̂

^

義

)

_

:

ょ
；ダ
て
':
.
.
.
>

;
;自
：^

_

の
；；
驚

_

_

翁

能
5:
:
嚴
^

れ
ぼ
、
豫
納
金
を
觀
集
せ̂

市
場
數
ニ
九
八
、
總
市
賢
數
の
.

七
三
"

四
^

。

徵

收

總

額

ニ
.

五
，、
二

八

八

、
〇

四

七

圓

"

ー
市
場
平
讀
-A
s

、 

八
五
九
圓
と
な
つ
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
そ
の
場
合
豫
納
金
の
■

總
取
引
高
中
占
め
る
割
A

ロ
は
僅
か
で
.

あ
つ
て
、
同
年
の
調
査
に
ょ
れ
ば
總
‘ 

取
引
髙(

豫
納
金
を
徵
集
ぜ
る
.

市
場
の
取
引
髙

)

九
三
、
九
五
三
、
六
六
三
圓
に
對
し
で
ー
H

c -

汍
ズ
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
殘
余
の
大
部
. 

分
は
市
場
に
於
け
る
商
人
.

資
本
の
負
擔
と
た
る
。
か
.

、
る
豫
納
金
の
形
式
化
は
、
明
か
に
商
人
資
本
に
上
る
.

-1
|

:

集(

金
融
¥ -

ーポ.
す
。
，
 

此

の

事

は

敗

に

避

ん

，で
、

立

替

金

齡

度

"

の
發
展
を
脔
し
た
。
免
替
会
制
度
は
、
豫
納
金
制
度
と
全
く
對
躕
的
.

な
も
の
，
で

あ
0

.

て
.、
'
市 

•

場
が
歡
に
購
繭
# .

に
對
し
て
、‘

一
定
.

の
期̂

8

藤
廣
贫
を
.

貸
與
す
る
制
度
で
あ
^
。
具
體
的
に
は
製
糸
家
が
繭
を
引
取
冬
迄
倉
庫
に
保 

管
し
、
ぞ
の
觀
を
擔
保
と
し
て
代
金
を
貸
し
與
へ
る
o :

で
あ
る
O

C

即
ち
後
述
す
る
所
で
は
あ
る
が
、
こ
ぬ
意
味
で
市
場
商
人
は
，
.

の• 

貯
藏
機
能
を
も
行
ふ
事
と
な
る
o

)

前
述
せ
る
蠶
糸
局
調
盔
に
ょ
れ
ば
、
昭
和

6

年
、
立
替
金
を
な
せ
る
市
場
三
三
ニ
*

總
市
場
の
八
7

 

,

:-
-

:

ル
豕
に
：ゎ
_

#

魅
_

金
歡
；^

2

^

1

'0
-

^

妆
1 -
'

:«
*

ぬ
立
替̂
^

'

を
戌
め
、

1

市

場

平

均

粜

計

額

ニ

五

五

'

七
四
〇
圓
と
'

な
ヴ
•

、て
ゐ
吝
。
斯 
>

 る
巨
額
の
立
替
金
は
、、会
ふ
迄
も
な
く
市
場
商
人
ガ
全
く 

•

農
村
に
於
け
.

る
商
取
引
5

開
.

•
• 

，ぐ
 

四

七

C
1

因
八
三〕

：

：

.

.

.



• 

.

'

.農
村
め
於
け
.る
‘商
取
引
の
.展
開
' 

, 

四

八

功

1
陴
八
四〕

製
糸
業
者
に
代
つ
て
繭
の
蒐
集(

金
.

融〕

機
胤
を
行
ふ
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

'

.

'

'

■ 
、

’

 
'

•

蒐
鬼
楔
哪
9

增

大

は

、
，
更

に

貯

備

機

能

の

增

大

を

隨

伴

す

る

0

，'
特
に
« 1

の.
如
く
参
節
的
商
品
で
.

あ
り
、
|

時

，に

繭

が

殺

到

す

る

場

合

、

.

 

,

,

s

m

に
と
'

れ
を
蒐
集
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

‘

私
賢
の
時
間
的
.

分
說
に
適
應
す
る
t

め
.

.

に
、
貯
藏
機
能
は
著
し
ベ
要
求
せ
ら
れ
る
o

.
此
の
貯 

〜 

駿
機
能
も
亦
蒐
集
機
能
と
同
樣
に
單
に

そ
れ
自
體
と

し

て
#-
.

在
す
る
も
の
で
な
く
、<^、

融
機
能
の
隨
伴
に
よ
つ
て
の
み
-可
能
で
あ
る
。

.
、
：

■又
購
繭
者
が
立
替
金
の
支
拂
を
1
さ
^
.る
場
合
、
-'
,そ
の
購
入
繭
を
處
分
し
て
損
失
を
塡
補
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
W
め
に
貯
蔵
を
必
要 

•.
.

:

^
す
る
。
撕
^

せ
>る
如
ぐ
養
蠶
家
並
ぴ
に
製
，糸
家
に
於
け
る
資
本
不
足
の
結
果
'、
-
.こ
れ
ま
た
當
然
^
市
場
の
.負
擔
す
る
所
と
な
る
0
即 

ち
製
糸
家
が
現
金
を
吏
拂
ひ
直
ち
に
商
品
を
引
取
ら
•ざ
る
限
り
、
市
場
が
一
時
こ
.れ
を
保
管
せ
霞
を
得
な
い
0

昭
和
四
年
度
の
調
蜜 

:一
长
^
-
ば̂
"
ハ

違

^'
有
す
.̂
^
場
數
'
:
1
致

_

_
場
總
難
^

ー
赛
七
：̂
も

賢

多

^̂等
 

.

i

七
七
本
と
な
つ
t
ぬ

る

,0
勿

論

こ

れ

は

後

述

す

，る

如

く

_

者
に
よ
る
共
同
經
營
の
市
場
も
含
ま
れ
て
ゐ
‘

る
の
で
あ
つ
て
，
商
人
键 

營

帝

場

で

倉

庫

を

有

す

；？

^

の
は
七
七
で
，^

る
。
勿
.

論
そ
の
大
部
分
は
保
管
料
を
徵
集
レ
、

.一

部
の
も
の
は入

''

庫
料
、
出
庫
料
等
を
も 

,徵
集
し
て
お
り
、
辟
藏
忙
伴
ふ
金
融
を
惠
く
負
擔
す
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
*
市
場
商
人
が
保
管
の
た
め
に
一
定
の
資
本
を
投
ド
亡 

, 

ざ
る
を
# '

な
い
事
ホ
明
か
で
あ
る
。

.

.

, 

- 

、

又
瞒
は
生
繭
わ
儘
保
管
す
る
時
は
歡
日
に
し
て
發
蛾
し
*

商
品
と
し
て

0
’

價
値
を
喪
失
す
る
結
果
と
な
る
。
從
、つ
て
貯
蔵
の
た
め
に 

.

-

■
一
：は
蘄
め
‘

乾
韻
?:
:

^

必

要
-'
.

^

す
名
。
繭
浦
場
奶
遲
,<

暮

»

庫

：と
：共
ー
に
乾
繭
場
を
饋

.

|

^

^

^

^
 

: 

市

場

總

數

の

七

ニ

.
•
四

^

セ
あ
る
o
 

,勿
；^

殺
蛹
乾
繭
料
を
徵
收
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
も
資
本
の
投
下
は
不
可
避
で
あ
るo

 

• 

V

以
上
述
'

べ
來
っ
：
た

如

く

市

場

.

取
引
に
於
け
る
贺
集
機
能
は
、郎
人
の
個
別
的
相
對
取
引
に
此
し
て
著
し
く
獷
大
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、 

そ
.机

は

依

然

と

し

て

rf
3

場

.の

商

人

賓

本

.に

依

存

す

る

9

で
.

あ
る
。
滴
人
賁
本
に
艰
渡
t

と
す
れ̂

f

や
は
り
蒐
集
機
能
の
、'限
界
を̂

'

.

め
ざ
る
を
得
な
い
。•

市
場
に
於
げ
る
取
引
が
.

そ
の
.

評
慣
機
能
に
於
て
個
別
的
取
引
に
比
し
て
遙
か
忙
合
理
化
し
"

そ

•の

公

開

性

の

故

に 

商
業
利
潤
の
.

前
資
本
主
義
的
要
素
は
殆
ん
ど
I

却
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
も
市
場
に
於
け
る
取
引
高
.

に
.

限
度
あ
り
と
す
れ
ば
，
商
人
資
本
0

, 

蒈
漬
も
亦
さ
し
て
行
は
れ
な
い
。
谪
人
資
本
の
飛
權
的
發
胗
は
投
機
に
よ
.

つ
て
の
夂
撤
迻
れ
得
る
ひ
で
あ
つ
て
、
商
人
が
單
忙
仲
变
に
；
 

ー
よ1)
.
-表

数

料

蕃
# .
:

す
苍
論
ー
に
は
-.
>

へ

敷
*«
]:

_

_

固
定
化
ず
.

ー

る

堡

态''
/

?

¥

^

^

賣

汸

靈

賈

方

''
.
«
)
:
り
微
集
文
石
夂
の
で
ネ̂

 

:取
引
數
量
^:

戴
雙
せ
紀
低
場
_

歧
乎
樹
：生
«

#:
:

故
允
籙
四
厘
ぃ
.

取
別
«

額
玄
基
#

と̂

五
厘
、

'

取
引
.

ロ
、數

を

基

準

と

す

る

‘

時
•-
-

ロ
に
つ
き
，三
0

錢
で
あ
る
0.

こ
れ
ば
眧
和
四
年
の
調
莶
で
あ
る
が
、
當
時
の
藤
價
に
比
較
す
る 

と
釙一 .

^

强
と
な
る
。 

. 

,

勿
論
市
場
の
集
荷
に
對
す
る
努
力
は
、
金
融
機
能
に
よ
つ
て
の
み
行
は
れ
る
の
で
は
な
い
ノ
各
種
の
蒐
集
方
策
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。 

例
へ
ば
蠶
糸
局
，昭
和
六
年
調
査
に
よ
れ
ば(

農
林
错
賺
局
編「

繭
市
場
•

一
一
關.
ス
ル
調
査
b

、
賞
與
、
宣
傳
、'
懂

叫

評

會

、
'
:
手

激

斯

の

揮 

續
'

優
^

^

#

愈

膨
m 1

紙

者
.

に
*.
■

敎
■

紙
遣
ハ^

望

象

に

嶽

齓

德

布
.

！

^

®

#

^

^

^

^

^

^-

ド

地

ガ.
贫
力
#;

ぬ
掛
#

衡
觀
3

觀
村
^ :
-

§

^

節
^

^

等
於
出
荷
依
«

「

'«

費
撰
勵
_

货
^

^

.

、1

翁
獎 

,

識
同
業
組
合
及
雕
農
會
と
連
絡
を
と
り
祁
荷
獎
勸
_

等
が
_

擧
げ
ち
れ
.

で
ゐ
る
。
宽
集
の
た
め
の
令
段
が
各
種
考
へ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
や 

，は
り
藤
の
商
品
化
が
價
齋
生
産
を
基
調
と
.

せ
る
限
り
、本
質
的
'

に
は
金
融
機
能
の
發
揮
に
依
る
他
は
-^

い
®

卸
ち̂

數
料
の
輕
減
、養
蠶
.

'

へ.資
金
•

桑
園
肥
料
資
金
の
融
通
が
最
も
重
要
で
•

あ
名
。

•

パ

，
 

.

. 

-

以
上
の
如
く
金
融
機
能
の
限
界
と
一K

ふ
鼢
よ
り
し
て
、
市
場
取
引
に
.於
け
る
繭
の
蒐
集
に
は
限
度
が
あ
石
。
更
S

術
的
に
み
て
も
"
 

，市
場
取
引
は
そ
•の
取
扱
數
量
を
無
限
に
增
加
し
得
.̂
も
、の
で
ほ
な
い
。
II

物
を
•

市
場
に
窗
し
て
取
引
が
行
は
れ
名
場
合
、
市
場
s

^

te 

.

限
り
が
あ
る
。
若
し
米
め
場
合
に
於
げ
る
芷
米
市
場
更
に
は
米
彀
取
引
豚
の
如
く
、
見
本
取
引
更
に
姑
銘
柄
取
引
が
行
は
れ
る
故
ら
ば
"

.

農
.村
K

於
け
る
商
跃
钥
の
展
亂
•

-
 

. 

• 

s

九

，a

?
八
五)



.

，
麁
村
ft

於
げ
る
商
琅
别
の
辑
餺 

芄
-oa

拽
凡
4

0

取
引
，數

量

は

無

限

に

增

加

し

得

る

け

れ

ど

も

、

' 

現
物
取
引
に
あ
つ
て
は
市
場
設
饊
の
點
よ
り
し
て
、
取
引
數
量
の
增
加
は
技
術
上
限
ら
：
.
. 

ル
る
。
藤
市
場
取
引
に
於
で
は
、
總
荷
取
引
が
支
配
的
で
あ
つV

、

現
物
が
悉
く
市
場
に
齊
さ
れ
る
。
昭
和
四
年
蠶
糸
局
調
査
に
よ
れ 

ば

'

見

本

取

引
一
六
、
見
本
總
荷
取
引
三
0

、
總
荷
取
引
三
六
〇
市
場
と
な
つ
て
お
り
、
そ
の
>

總
市
場
數
に
對
す
る
割
合
を
示
せ
ば
三
。
九 

多
、
七
•

臥
^

、.
八
八
•

七
^

で
あ
る
0.

玆
に
近
代
的
取
引
の
作
容
と
し
て
.

選
別
機
能
を
考
ヘ
な
け
れ
ば
か
ら
な
い
。
後
述
す
る
如
く
繭
. 

質
の
銃一

と
沄
ふ
事
が
、繭
取
引
の
<
!

ロ
理
化
と
關
聯
し
て
努
カ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
多
大
の
困
雛
を
伴
ひ
^
商
人
取
則
に
あ
つ
て 

•

は
そ
の
點
に
於
て
®

#

改
善
さ
れ
て
ゐ
な
い
。'
市
場
取
引
に
あ
.

つ
て
、も
總
荷
取
引
が
應
倒
的
で
あ
り
、見
本
寶
買
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

藤
質
の
銃」

は
、
單
に
取
引
部
！

i

に
於
け
る
合
理
化
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
■

つ
て
、養！

！

業

が

そ

の

ま
\

に
放
置
さ
れ
る
限
り
行
は
れ
.

• 

&*

い
0.

商
，人
.

が
市
場
取
引
を
そ
の
'

點
で
.

合
理
化
せ
ん
と
す
石
な
ら
ば
，、ノ
市
場
に
於
で
選
別
機
能
を
だ
す
か
、
又
は
養
蠶
家
を
し
て
繭
の 

選
別
を
行
は
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
，繭
が
觀
敗
貨
物
で
迅
速
教
る
取
引
を
必
要
と
す
か
限
b

前
者
は
不
可
能
で
あ
る
。
後
教
も
亦 

商
，人
が
單
に
取
引
仲
介
の
地
位
に
あ
る
限
り
望
み
得
ず
、養
蠶
家
を
.

支
配
し
# .

て
始
め
て
.

可
能
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
養
蠶
家
の
組
織
化
、
:
' 

共
.

同
出
荷
が
盛
ん
と
な
る
と
共
に
、
市
場
に
於
け
る
見
本
取
引
も
漸
次
增
加
す̂

に
至
つ
た
。
ノ 

.

〔

本
節
の
統
針
數
字
は
農
林
省
蠶
糸
局「

繭
市
場
に
關
す
‘

る
調
査」

.

に
依
石〕

.

.

. 

0 

■
 

\

市
場
取
引
は
そ
の
蒐
集
機
能
に
於
て
}

^

化
を
齋
す
と
同
時
に
、
評
價
機
能
に
於
け
る
合
理
性
を
確
得
す
る
。
商
人
に
よ
る
養
®
家 

:

ぎ
の
W

の
個
別
的
相
對
取
引
: ^

み
^

潘
1

|

資
*

主
義
的)

な
秘
濟̂

;

穴

，
市

場

；
の
ー
競
寶
寬
の

_

_

に̂
:

ク
て
：
解

舉

：る

ャ

：帘

場

；取

引 

译

大

多

數

現

物

に

；よ
る

^

礼

賣

買

於

行

呔

れ
W

然

％

茗

石

鴻

合
-%
^

^

貢
.

求
?>

る
0

«

郝
0'

年
办
蠶
糸
局
鋼
查̂

の
八
七
•

七
^T

I
I
,

に
よ
る
も
の
i

v

ニ
^

入
札
又
は
■
に
よ
る
も
の 

一0

*
一
 

ズ
と
な
つ
て
ゐ
る
o

.(

蠶
糸
局「

繭
市
場
に
關
す
る
調
査̂

',

從
つ
て
市
場
.

に
於
け
る
辯
給
關
係
を
茯
晚
せ
る
償
格
が
成
立
す
る
も
の
と
一
應
考
へ
ら
れ
る
。
そ
、の
限
办
に
於
て
市
場
取
別
そ
れ
自
體 

は
極
め
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
.

、
何
等
和
正
は
な
い
普
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
多
く
の
繭
市
場
取
列
冲
に
は
、
市
場
■
營
者
と
製
糸
業 

界
と
‘

の
間
に
密
約
が
あ
つ
て
、
不
正
取
引
が
行
は
れ
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
と
一K

は
れ
る
。(

野
崎
淸
著「

蠶
爾

0
.

坐

產

と

消

費

」
「

六

頁)

■ 

觅
に
問
題
と
な
る
の
は
、
市
場
取
引
が
麴
莉
取
引
，の
段
階
に
.

止
ま
，り
、
，.選
抓̂

^

;5
:
.
'
-有
せ
ざ
.

る
點
で
あ
.

る
。
.
藤

の

品

位

を

芷

し

く

檢 

免
格
付
す
る
機
能
を
欠
く
が
故
.

に
.、
：
そ

こ

に

未

だ

非

.坻

代

的

要

素

の

殘

存

が

認

名

ら

れ

吝

0

:

規
格
の
：
1

.

定

柬

ざ

る

：現

勸

が

市

場

で

取

引

:

さ
れ
_

合
、
，.
1

_

優

篇
I

灌

雇

も
少
な
す
ぎ
る
事
か
ら
し
て
、
市
場
の
建
値
が
合
理
的
な
も
の
で
は
な
い
と
一K

ふ
事
が
指
摘
せ
ら
れ
.

る
の
で
あ
る
。(

碓
水
茂
著「

繭
市 

瘍
問
題
.

研
究」

十
观
.

頁
.

)

病
：
"
 

'い.
.'-
:

;

./:

•
:

:

■

'ぐ
.
.：.
：

：

、

，

：

/
: 

• 

:

 

V

、
'
 

.
へ

-

以
上
の
事
情
を
論
外
に
置
く
と
し
て
も
、
玆
に
ー
1

^

.

取
引
の
合
理
性
に
關
し
て
、‘.尙
ほ
若
干
の
問
題
が
避
さ
れ
て
ゐ
る
0.
.
市
場
取
引 

、
に
於
て
實
現
す
る
乃
至
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
合
理
性
と̂

-

商
人
取
引
に
み
ら
れ
た
が
如
き
前
資
本
主
_

要
素

の

.排
馀
で
あ
る

 々

即
ち
繭
儐
の
決
定
に
.

際
し
そ
.

作
用
せ
る
■

各

揮

の

：商

略

と

僞

滿

と

を

：除

6

バ

繭
0

需

給

翻

係

を

泊

確

忙

反

映

せ

る

.價

格

の

成

立

と

萁

务

事 

に
、
取
引
の
合
理
性
が
見
出
さ
れ
る
，？
併
し
乍
ら
斯〜

名
趵
容
を
持
つ
た
取
引
の
合
理
性
は
、
決
し
て
そ
れ
目
體
究
局
的
の
も
の
で
は 

:

な
^

:
そ
れ
.

は
自

由

經

濟

的

意

味

に

於

.

け
：る
合

理

性
や
あ
^

:
前
®

味
主
義
的
舨
引
；に
對
し
：て

養
！
®

T

か
少
く
と
も
商
ロg

坐
產
で
ヘ
あ
る
限
り
、
販
賣
に
り
利
益
の
よ
り
犬
な
る
確
得
が
そ
の
目
標
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
販
寶
高 

の
增
加
を
目
指
し
て
繭
生
產
灯
增
加
が
努
次
せ
ら
れ
る
。
然
；
に
そ
れ
は
需
要
に
對
す
る
供
給
の
過
剩
と
し
て
作
用
し
、
繭
價
の
下
落 

者

i

て
は
養
議
家
の
利
益
減
退
に
迄
導
く
。
製
糸
業
に
關
し
て
も
繭
に
對
す
る
需
要
を
通
じ
て
同
樣
の
事
が
一K

は
れ
る
。
更
に
义
需
給 

を
反
映
ム
て
：繭
價
が
激
し
ぐ
變
動
す
る
事
は
、
養
麗
家
並
び
&

糸
家
®
れ
の
經
營
に
と
つ
て
i
k

し
て
合
理
的
な
も
の
；で
は
な
い
。

■ 

V

霞
.

村
.

に
於
け
名
商
取
引
の
展
開
. 

•

五.一
C
1

四
八
七)

、



' 

肩
村
に
，於
け
る

^

取J
S

 

9

展

開

， 

五
二 

(

ナ

四'A
八)

.

.へ
寧
ろ
#

!

!

家
に
と
つ
て
は
そ
ひ
收
人
が
安
定
せ
I

事

、

製

糸

家

，に
と
，
つ

て

は

摩

件

費

が

安

定

せ

る

事

が

、

合

理

，的

な

の

.

で
あ
る
。
玆
に
. 

養

蠶

業

並

び

，に

製

糸

渫

の

側

に

於

け

る

組

織

化

乃

•

至
獨
％
化
へ
の
契
氍
が
見
出
-

れ
名
o

-

-

か
く
て
紐
織
化
さ
れ
る
經
濟
、
獨
占
經
濟
の 

前
に
は
/ >

自

由

經

濟

的

意

味

に

於

け

る

合

理

化

，は

反

0

て
不
合
理
な
.

現
象
と
し
て
顯
は
れ
る
0

需

耍

ふ

供

給

の

側

'に

於

て

自

山

競

筚

が

尧 

配
的
で
あ
る
限
り
に
於
て
の
み
、I

I

給
關
派
を
芷
確
に
反
映
?:

る
市
場
取
引
„

の
價
格
は
合
理
的
な
の
で
あ
る
ゾ
㈣

格
の
絕
夂
ざ
る
變
動 

は
授
機
を
阶
長
し
、
そ
と
に
商
人
の
活
■

す
•

る
地
盤
が
與
へ
I

れ
る
。
と
の
意
味
で
*

市
場
取
引
は&

人
が
最
も
そ
•

の
機
能
を
發
揮
し：

笛

藝

濟
■

把

猿

氛

抑

着

理_

で
务
备
_

寒

得

^

電

を

然
ら
ば
右
の
如
吉
意
味
か
ら
し
て
、
市
場
取
引
の
合
理
性
を
非
合
理
胜
と
認
あ
、
養
蠶
家
並
び
に
«

糸
家
9

側
ょ
り
、
如
何
な
る
方 

间
哀
取
技
の
改
善
が
求̂

ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
。 

'

.

養
蠶
家
.

の
.

繭
取
引
に
對
す
る
.

要

求

が

先

づ

ネ

，の

斲

價

機

取

忙

垧

け

ら

れ

、
_
然

も

布

場

取

5|

に
あ
つ
て
は
未
だ
充
分
忆
そ
の
機
能
が
發 

-

撣
さ
れ
な
い
事
は
前
述
せ
る
如
ぐ
で
あ
る
。
取
引
の
公
開
性
に
も
枸
ら
ず
、
そ
の
褒
面
に
は
市
場
と
製
糸
業
者
と
の
間
の
.鄕
約
に
ょ
つ 

て
、
依
然
と
し
ズ
前
資
本
主
義
商
略
が
行
は
れ
る
。
斯
\

る
敢
引
の
不
合
现
牲
に
對
す
る
養
|

|

^

-<
0

自
衞
5

^

8

^

^

て
、
_

人
の
»

:

 

除

と養
！！

家

自

身

が

組

，織

員

で

あ

る

非

i

團
體
に
ょ
る
g

j

e
ly

の
經
營
が
顯
は
れ
，る
。
勿
論
そ
れ
は
後
述
す
る
如
嘉
蠶
業
ft

：
於
，て 

組
織
也
_

遂

歳

祀

亦

*
ル

龙

寒
: #
:

が
ザ
«

猓
^
»
务
/1
>

#

で

秦

_
;
;
^
の

補

寧

犯

養

:«

潫
自
,

'

で
あ
つ
て
、'
多
<

の
場
分
行
政
官
廳
の
保
護
獎
働
が
行
は
れ
て
始
め
.

て
赞
現
す
る
。
從
來
繭
取
.

引
の
.

中
核
を
な
.

せ
る
商
人
と
鏡
♦

し
ヒ
：
 

れ
を
棑
除
す
る
事
は
、
養
蠶
家
の
共
同
，の
み
で
は
充
分
で
裊
い
。
.

.

 

、
 

府
縣
當
局
が
薺
獄
家
に
ょ
名
繭
市
場
設
定
を
企
撊
せ
る
場
合
に
は
殆
ん
ど
例
外
な
く
助
成
金
を
交
付
し
て
ゐ
る
。
千
葉
縣
を
翊
に
と
：
 

n

ば
*

大
於
十
年
ょ
り
十
四
年
に
至
る
縣
下
十
四
市
場
の
繭
帝
場
及
乾
繭
場
建
滎
费
、
買
入
*

、
改
裝
费
、乾
繭
機
設
備
費
攀u

七
九
，

%
1.2
2.4

30,2
34.6 . 
10.*3|
6.0
2.1

10.7

00.0

五
囲
ニ
圓
に
對
し
四
九
、
七
西
八
圓
.

約
二
割
弱
の
I

金
を
交
付
し
て
ゐ
る
®
 

(

千
葉
縣
内
務
省
編「

千
葉
縣

Q

藤
帘
場
槪
觀

」

.
>

'

.•
, 

更
に
そ
れ
は
產
桊
紐
合
經
營
と
云
ふ
形
態
を
と
る
事
に
ょ
つ
ズ
、
各
種
の
特
典
が
與
へ
.

ら

れ

る

。

例

へ

ば

產

，業

組

合

法

.に

ょ

り

營

業 

#

;'
'

.

:

所
得
税
、
：#

錄
韻
歲
の
氣
除
あ
義
、
极
:̂

微

馨

金

ー

の

翁

歡

保

借

受

が

部

能

お

き

る

_

於
报
« :

の
倉
敗
設
備
に
際
し(
^

^
 

.產
業
組 

合
の
農
麗
倉
庫
と
な
し
た
場
合
、

'

そ
の
礅
第
、
改
築
、
增
築
費
に
相
當
す
•る
國
庫
補
劢
が
與
べ
ら
れ
る
。

-

養
麓
廣
經
營
の
市
場
に
對
し
て
肋
成
金
を
交
#

す
る
事
に
ょ
つ
て
商
人
市
場
と
•

の
競
爭
を
可
能
な
ら
し
め
る
手
段
は
、
未
だ
自
由
經 

濟
的
で
あ
る
。
然
る
に
市
場
に
_

す
る
政
策
は
更
に
進
め
ら
れ
て
.

獨
占
經
濟
的
色
彩
を
帶
び
る
に
茧
る
。.
繭
市
場
相
瓦
の
競
爭
は
渐
次
'

、中
小
市
場
の
淘
汰
過
程
と
し
て
顯
は
れ
、
更
.

に
獨
占
掷
市
場
の
'

成
立
に
、ま

で
*

 

j
.む
'0
.
:

そ
の
場
合
自
雜
に
放
置
ざ
れ
篇
豐
:«
-

|

@

^

*

1市

場

は

商

人

市

場

.
£
壓

追 

.

さ

れ̂

^

.

に

羌

枸

'ら

ず

欠

損

文

生

;^
方
0

^

れ̂

» '

1>
:

そ

行

軟.
^

;

は
：積

極

的
. 

v-
'

^

s

#

黎
縈
帘
場̂

成
-

^

助
*

ず̂

o

vfe

把

養

画
_

場
相
滿
办
競
#

於
跨
^ ( 

扣
る
場
合
纪
は
、
不
利
益
が
齎
さ
_

る
：が

故

把

本

の

蘧

理

繁

：

_

塔

進

铋

。
靜

岡

縣
' 

は
そ
の
馨
恕
る
例
で
あ
る
0
,-
.
'

同
1 '

ぬ
:%
:

: #
.

は
殆
ん
备
業
組
<

5

2

經

臂

に

.改

組

せ 

1

.

め
ら
れ
た
が•

-

市
場
；過
多
の
た
め
に
年
々
欠
損
を
續
け
た
。
縣
當
局
ば
昭
和
八
，
 

年
十
三
組
合
十
九
$

を
、
事
#

^

^

T

t-:
i

^

^

-:
#

單̂

組
合
忙
改
が
た
の， 

で
あ
る
。
‘

同̂

.

同
年
春
_

の̂

廻

響

：市
*

外
の
：製
杀
家
0

抨
賈
を
禁
业
' ^

る
'
: 

>1
1

K

I

‘冬
極
端
農
策
，に
迄
進
ん
.

だ
。 

ン 

,

如
く
し
セ
養
蠶
家
經
營
の
布
場
は
"

大
茁
の
.

中
：頃

以

降

商

人

經

營

市

場

.を
壓
し 

農
村
祀
於
け
る
，商
裉

.

织

の

展

開.
'

 

s
 

C
1
S
L
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農
村
に
於
け
&

商
取
-0
1

の
展
開
：
 

'

五
拽
.

(

1

阀
九
0 .
-
-
-1

て
■

著
な
る
發
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
昭
和

(

ハ
年
鹿
の
調
査
に
±

れ
ば
右
表
'

の
，如
く
で
^

る
_

、(

蠶

糸

荀

<
~
繭

市

場

に

關

す

る

調

査

1.〕 

然
ら
ば
商
久
に
代
っ
て
養
蠶
家
が
繭
市
歡
を
經
營
す
る
事
に
よ
つ
て
、
姐
何
な
I

取
引
の
合
理
化
が
齎
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。 

市
場
が
養
蠶
家
經
營
丨
と

'

な

る

契

機

は

、
商

人

と

製

糸

家

と

の

，間

の

密

約

排

除

、

.

繭
市
場
に
於
妒
ふ
蔽
業
利
潤
の
排
除
杧
あ
り
，
單
こ
，
 

そ
れ
が
養
蠶
家
の
利
益
の
た
め
に
遂
行
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
取
引
形
態
そ
の
も
の
は
市
場
.

で
あ
り
、
だ
^
經
營
者
が
營
利
断
人
に 

對

し

圑

體

亦

代

位

み

た

に

止

策

％

:

養

讓

：と

製

糸

業

者

と

-

の

結

合5:
-

;

本

來

；
の
：商

人

：
が
ー

&

办
か
、—

產
象
圓
體̂

.す
か
の
凑
廣
が
あ
る
の.み
で
、
製
糸
業
者
の
；雜
引
_
係

椋

姻

く

造

蠶

家

が

相

手

で

；取
る

。
' 勿

論

養

體

經

營

の

市

場

が

成 

.立
せ
名
锡
合
杧
ば
、
或
る
避
度
養
蠶
家
の
組
緻
牝
故
行
か
れ

V
I集
の
被
術
的
機
亂
は
賢
.市
場
よ

り

^

容
#
に
行
は
队'る
で
.あ
ら
う
。 

併
し
蒐
集0 '
:た
め
ゆ
金.
機
能
は
依
然
と:^
て
經
營
贫0
食
擔
す
石
所
ゼ
な
り̂

〉

限
振
が
確
め
も
れ
名0
取
氣
設
餹
と̂
ふ

技

.術

的

限 

度
に
は
金
く
廣
丨
な
く
、
金
.融
機
能
的
意
味
.に
於
て
: %

同
镦
で
あ̂

01̂

^
そ
の
：場
合
商
人
經
營
市
湯
.に
あ
っ
<
は
商
ん
資.本
.の
限^

,

.

 

更
.
に

金

融

縻

本

，
へ
へ
の
.

隸
屬
处
い
ふ
形
態
を
と
れ
名
も
6
が
、'
'養
蠶
家
經
營
で
は
組
合
資
本
^
^̂

.し

莱
に
重
要
な
事
は
養*
家
の
經
廣
に
よ
り
市
場
取
引
が
持
々
本
來
、の
合
理
性
を
獲
得

1>
:>
班
_
に
需
給
^
^

し
め
满
た
.

と

：
し.て
；^

，
.

か
>

.

る

毫
_

.

そ
の
;-
^

の
：
は

、
#

懿
家
ボ
年
^

^
 

か 

<

て
*

市
«

は
1

へ

そ: 0
經
營
者
が
營
刹
茼
人
で
あ
ら
'

う
.

と
、：非
營
利
生
產
團
體
ゼ
あ
ら
う
ど
、
取
則̂

^

と
し
て
：商
人
的
な
も
：の
で
あ 

妙
、
自
由
經
濟
的
★

も
の
セ
あ
る
限
り
、
更
に
次
の
敢
引
形
歡
だ
そ
の
齓
位
を
讓
る
べ
き
運
命
に
置
か
れ
セ
ゐ
ふ
？ 
. 

&

,'

• 

> 

£

',
■〈

'

'
 

- 

.

.

 

.

.

.

.

.

.

>

.

.

.

.
 
$

 

. 

.

.

.

.

. 

:

っ

-

.

 

V

'

.

,
''.

 

ノ 

.

ン 

，.

自
由
經
濟
段
階
に
あ
つ
て
は
、
繭
取
引
の
合
理
化
は
-;
;
'

市
場
取
引
に
於
で
最
高
度
に
«

す
る
9

併
し
乍
ら
そ
れ
は
商
人
的
意
味
に̂

.

 

け
る
合
理
也
で
あ
り
、養
蠶
家
に
A

つ
て
取
引
の
.

合
理
.

；^

他
の
方g

.

に
求
め
ら
れ
石
O

V

即
ち
前

■ 

• 

.>
■■/
.i
 
‘

.

•
 

V
 

■
 

■
 

^
 

.

•

 

•

•

 

.

 

/ 

,
 

•
 
.

 

/

.

 

J

、.

.

. 

■ 

■ 

. 

,
 . 

■
 

/
 

.

. 

. 

- 

- 

.
、

.

.

.

.

.

.

 

- 

.

. 

:

.

.

.

.

.

養
蠶
家
の
合
'理
化
へ
の
途
で
あ
0̂
.勿
論
商
人
避
瞥
市
場
に
對
立
し
弋
‘

養
蠶
家
經
營
市
場
.の
著
'し
'い
發
達
を
み
.た
^

:
.
ぼ
商
人
を
仲
介
と
す
る
ボ
場
取

^

^

殘
存
せ
る
前
資
か
主
義
的
要
素
を
.排
除
ず
る
意
旅̂

於
け
る
'

合
理
化
の
實
現
に
止
ま
り
、
窮

局

的

.

'

の
も
の
：で
.は
な
い
0
.
«

に

又

養

蠶

家

の

繭

市

場

經

營

そ

れ

自

體

旣

に

養

蠶

家

の

共

同

化

を

前

提

と

,:
>

.

.向
に
於
け
る
一
っ
，め
過
渡
的
所
產
：で
：あ
る
と
も
看
做
し
得
る
？

-「

；

,
^
^
^
^
^
^

•■

^

^
養
蠶
家
の
共
同
化
は
^'
任
意
的
だ
申
合
把
組
合
に
.
.ょ
っ
て
養
蠶
組
合
が
組
織
さ
れ
、
昭
和
观
啼
に
は
そ
の
數
ニ
七
、
〇
0
〇

余

に

.

、

. 

'

達
し

.

て
ゐ
た
0':
:

そ
の
發
展
に
伴
つ

.

て

、

法

的

塞

：礎

が

與

へ

：ら

れ

る

事

が

要

請

さ

れ

、
，
敗
和
茂
年
一
ー
育

 

‘，'

:■)

.
 

'

ょ

り

，

養«

實
行
組
合
が
認
め
& -

れ
ー
る
に
至
か

*

''
.
:

全
國
聯
合
會

.

の
組
織
% .

結
1̂

ら
れ
た
0 
:そ
打
後
に
货
け
る
發
展
は
他
に
類
例
を
み

.
'

な
い
磲
、
螗
興
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。k

に
叉
淹
業
組
合
抿
の
改
正
.

に
ょ
ク
て
產
襲
紐
合
べ
.

の
加
入
も
認
め
ら
れ
る
蕻
と
な
っ
た
。 

.

併
し
乍
ら
赛
蠶
實
行
組
合
ば
市
町
村
_

の

被

域

を

超

ぇ

る
'

事
を
得
ず(

蠶
糸
隹
組
合
法
四
九
條
- '

部

落
的
の
ー
^

^

^

^

^

^

-:
:

•

あ
'

り
、
法
人
と
し
て
そ
の
活
•

動
領
域
に
は
限
界
が
あ
る
。
大
體
に
於
‘て
生
產
に
關
す
る
共
同
施
設
と
繭
の
共
同
販
賫
で
あ
り
、
然
も
相 

當
の
資
本
を
固
定
せ
し
め
る
事
業
は
こ
れ
を
な
し
得
な
い
の
.

で
あ
る
。

. 

' 

-

：

:養
蠶
家
.の
拼
,«
1
化
は
、
へ
繭
の
生
海
過
：程
に
於
て
：み
&-
-
.れ
る
:'
<
>
-例
へ
へ
ば
肥
料
^

©
其
他
必
薷
品
の
共
同
購
入
、
製
簇
器
消
毒
器
具
桑
樹
.

:

へV;

.

:

拔
极
髁
1:

繭
乾
燥
場
設
備
等
器
具
檄
1

^

の
共
同
隞
入
及
び
共
同
利
用
、
稚
蠶
桑
園
催
靑
所
乃
至
：雅
蠶
飼
育
所
の
井
同
辉
營
ノ
蠻
蛆
驄
：
.

';
:

’

'■
.

•.
.

■'

除

桑

園

害

虫

；驅

除

の

與

^■

勵
行
等
が
擧
げ
ら
れ
る
。
：之
等
が
生
衡
廣
節
歡
-(
0

« -

味
で
磁
め
て
效
果
的
為
る
事
ぼ
袞
ふ
隹
も
な
、

：

:

,

:

|

取
引
の
合
理
化
と
關
聯
し
て
玆
で
問
題
と
な
る
の
は
、
販
賣
過
程
に
於
け
る
共
同
化
で
あ
^
。 

>

-
.
.'ノ
ン
而
し
て
*

蠶

賢

行

組

合

に

4

霞
繭
處
现
方
法
は
資
由
で
.

あ
ヴ
、#

々
歡
る
龙
法 

へ

.,.
1

 

:

•
 

. 

.
:

. 

て
、
.

人
へ(

の
共
司
販
賣
，

爆
.
•

へ
の
。共
同
^ '

荷
が
ぼ
は
队
る
-:
0

€

が
.

場

合

取

引±
0

寶
用
、
：.缠
賃
等
に
焚
て
、
：灌
^

^

^
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.

.

農
材
に
於
&

^

苘
珉
扔
の
展
開
. 

5

ハ

C
l

四
九
，
5

決
货
上
に
於
て
有
利
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
更
笮
進
ん
で
共
同
^ .

て
繭
市
場
を
經
營
1>
、
商
人
排
除
の
擧
に
で
る
事
も
可
能
で
あ 

る
0

併
し
乍
ら
之
等
の
康
繭
處
理
方
法
が
、’
養
s

f

に
と
ク
て
究
檫
のE

標
で
な
い
事
は
前
述
せ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
養
蠶

家
と̂

^

人
乃
至
製
糸
業
者
と
の
取
引
は
自
由
競
爭
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
共
同
化
に
よ
，る
大
楚
販
資
に
よ

C

て
取
引
を
y

り
有
利
に
'

„ 

- 

i
<
, 

: 

• 

•
• 

-

. 

• 

へ-
-
. 

.

.

镇
<*

事
以
外
;^

效
媒
.

は
認
.

め
ら
れ
な
.

い
。
卽
ち
飽
く
>

迄
そ
れ
は
自
由
經
濟
段
階
に
於
け
る
取
引
'
:

の
，
合

：理

化

運

.

動
に
外
な
ら
な
い
。

,

■.
 

w

l

^

o'

共
同
化
は
、
IW

に
進
ん
で
取
別
の
組
織
化
と
な
り
、
後
述
先
备
組
合
製
糸
;'
.

特
敉
取
引
一
の
前
提
と
し
て
意
義
が
あ
る
の
で
' 

^

卽
ち
養
驚
1

組

合

の

；形

靡

と

し

で

、
へ
組
合
製
糸

.

へ、
：
.の
，供

繭

紐

合
^

特

約

霽̂

階

に

相

應

し

た

取

引

の

；地

盤

取

與

；へ
ら
れ
る
の
で
：，あ

つ

て

、
赛

灑

家

乃

至

製

糸

家

昨

意

味

に

於

け

る

诹

引

の

合

迦

化

が

實

現

す

る

？

ベ%

れ
等
へ
の
間
題
に
入
る

»

に

、
、
#

^

家
の
：共.同

化

特

に.^
の
共
同
販
寶
0

ー一:
賧
態̂

^ 5 

;

勿
論
乾
繭
取
引
そ
れ
自
體
が
常
に
典
同
化
を
前
提
と
：す
る
も
^

多
く
の
場
合
養
蠶
家
が
共
同
施
設
と
1>

て
乾
繭
.
.

'

製
置
雄
び
に
繭
倉
«

を
設
置
し
,"

そ
め
結
果
典
同
化
が
販
賓
過
程
に
造
»*

大
せ
ら
れ
る
.

。
昭
和
一〗

華
の
：調
赉
に
よ
れ
ば
、
共
同
販
寶
の： 

^

め
ざ
割
合
は
>

、生
繭
取
引
に
於
け
る
武
0

，
五

知

に

對

し

パ
.

乾

繭

取

引.に
ー
あ
つ
：
て

は

八

八

.
迕

 

.

.

.'
:.「

乾

繭

は

，

繭

坐

靡

に

於

け

る

季

節

咂

を

棑

除

1>

、」
並
.

び

：に

繭.の
册
藏
性
、ぃ̂

撖
性
を

ゝ
化
1

齎
す
。
#

し

乍

ら

吾

國

に

：於
け
：る
：乾

繭

取

引

は

、
生

繭

取

引

に

伴

ふ

自

然

的

制

約

私

ら

解

敢

せ

ん

：ど
：す

る

純

技

術

的

な

問

題

か

ら

. 

'

坐
じ
たM

然
發
生
的
な
も
.

の
で
は
な
く
、'
'

寧
ろ
養
蠶
農
家
の
社
.

會
的
制
約
か
ら
解
软̂

あ
る
0

:'

從
つ
'

て
乾
繭
诹
引
の
合
理
性
.:
1

>

亦

，
：
養

蠶

家

办

產

繭

處

：理

問

題

と

レ

て

吟

味

ざ

る

.

べ
き
|

^

る
0
.
.
'從
つ
て
乾
藤
機
關
.

と
.

し
て
、

,*

.

.

f

人
並
び
.

に
製
糸
業
者
：に
よ
つ
そ
利
用
せ
ら
扑
各
營
業
繭
:#

庫
並
び
に
乾
满
裝
置
が
斿
往
%

务
け
.

_

も
、っ
問
題
_

は
養
»
家
の
利
用 

す

る

農

業

倉

庫

：と

乾

藤

裝

置

、

特

に

政

府

.

の
助
成
：に
な
る
典
同
繭
倉
庫
と
共
同
乾
藕
警
に
ぁ
る
？

：

.

共
滴
_

倉
庫
と
同
乾
_

裝

置

の

經

營

形

態

と

：し

て

？
產

業

組

合

'*

馨

、
株
式
會
社
の
:2

穩

が

办

る0
ハ
そ
の
內
政
府
の
獎
勵
方
.

钟
は
. 

'
.產

麗

組

毫

態

，で
：あ̂

.
そ
れ
哳
次
部
分
を.占
め)

て
ゐ
：る
：0;
.農
林
省
調
査
に
：よ
れ
ば
昭
和
十1】

年
度
に
：乾
藤
助
成
圑
膾.は
、
—

'

.

九

1

、苘
聯
合
會
八
、
農
會
|

ー、
«

式
會
社
|

: #
^

っ
セ
ゐ̂

0

 : 

:

然
ら
ば
養
蠶
家
の
產
|
1
@理
と
し
：.て
.の
乾
傲
取
§1
-

は
_
何

参 

ら
ぅ
•が
。
乾
繭
に
ゼ
务
繭
(0
;
.肷

藏

性
.-
-
增

n
 

I

時
に
.帘
場
忙
殺
到
す
各
0:
を
さ
妤
る
事
に
よ
つ
^

價
悔
の
.吊
上
げ
が
也
.圖
せ
ら
れ
各
け
れ
ど
:%

、
、
よ
り
重
要
な
點
は
養
蠶
絮
の
.共

：
 

,同

變

に

^

つ
て
そ
0;
小
規
模
性
に
よ
：る
個
魏
：取
引
0
不

科

を

藏

す

る
_

に
が
る
3

 

.

而
し
て
產
業
組
合
其
他
め
形
態
に
よ
名
藤
の
典
同
馨
ば
、
要
す
る
に
繭
0
蒐
集
機
能
を
養
蠶
1

鶴

に

龙

、
て

之

を

行

ふ

#

^

意

眛
 

.-
■

/

す
る
。
：k

述
.せ
る
如
く
蒐
集
機
能
は
單
に
そ
れ
®
み
^
よ
'つ
セ
.

は̂
.れ
ず
、：金
融
的
機
能
：.
1隨

伴

が

必

寒

で

あ

る

。

..

.
乾

繭

取

引

の

場

合
 

吏

に

蒐

集

：の
：
み

な

ら

ず

之

を

乾

膨

貯

藏

し

、
：
商

機

を

み

て

»
寶
$
る
事
紙
本
來
姣
使
命
で
：あ
る
と
_
れ
ば
、
：.金
.融
機
能
は
極
め
：て
重
要

V -
‘
そ
4

問
題
は
小
規
S

慕

醫

が

S

に
し
S

の
：莫

太

奢
I

f

を

蠢
 

.

よ
る
養
蠶
家
の
共
同
化
は
：，-'
*
麓
家
の
側
^
奴
す
る
良
然
發
：生
に
待.つ
て
は
、
.そ
，'の
充
分
な
る
發
展
：は
.期
待
出
來
なvv
o 

. 

' 

,

'

■■

大
JE

十
四
年
W

月f
t

藤
免
庫
及
共
麗
親
媒
齔
助
成
璐
卿
が
公
布
さ
れ
、.
そ

れ

，以

後
.

に

龙

げ

义

政

府

の

獱

極

的

助

長

政

策

.に
よ
つ 

て

養

襲

の

乾

繭

機

關

は

、

發

學

し

た

？

大

.

正
七
四
苹
よ
れ
昭
和
十
一
年
に
至
る
迄
の
，政
府
助
成
金
額
は
’K

、

三
五
〇
、〇
0

0

圓
.に
違 

,
し
て
ゐ
，る
0
 

(

*

林
省
■

糸
，局
|

「

蠶
糸
業
要
覽
.

」
〕

更
.

に
道
府
縣
.

の

晰

成

施

設

と

し

：て
、
出

荷

獎

勵

金

(0

交

付

、’技

術

員

の

減

遣

"
棱 

鼠
置
1

费
及
設
置
費
補
助
等
あ
り
、
昭
'

和
八
年
の
.

調
莸
に
よ
れ
ば
北
溆
道
外
十
六
府
縣
に
於
て
l
'i
t

は
れ
て
ゐ
る
。(

農
林
省
編「

：

蠶
糸

業

H

關
ス
ル
道
府
縣
ノ
施
設
概
要」

〕

又
共
同
繭
倉
庫
並
び
に
共
同
^

■
双
置
の
經
營
が
產
業
組
合
に.よ
つ
て
行
は
れ
る
場
合
、
，そ
れ
^

.

.

. 

. 

- 

- 

• 

. 

/ 

,
.
.
. 

-

農
村
に
於
H-
-

る
商
取
引
の
.
展
開

 

. 

C
.
1

四
九
三

〕



農
科
扣
於
け
る
商
取
别
の
展
满 

* 

、
五

八

C
l

昭
九
四〕

'

の
設
置
资
金
及
び
斟
業
資
金
に
對
し
泜
利
資
金
の
融
通
が
方
さ
れ
る
。

，右

の

如

き

國

家

の

助

成

に

よ

つ
て
も
^.

ら
.れ
る
如
く
、
.

乾
繭
組
合
に
：よ
：る
共
同
販
賣
は
、
養
蠶
家
自
體
の
共
同
版
寶
に
よ
る
も

の
で
：
 

•

は
か
く
"

國
家
資
本
を
背
景
と
し
，た
組
合
資
本
に
よ
る
金
融
的
機
能
の
.

負
檐
に
よ
つ
て
の
み
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
，そ
の
事
情
は
乾
. 

繭
機
關
の
事
業
と
し
て
金
融
が
極
か
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
事
に
よ
つ
て̂

さ
れ
る
。
乾
繭
取
引
に
於
け
る
金
融
は
、
購
蘭
資
金
.の
問 

題
と
一K

ふ
よ
り
も
、
養
^

家
に
對
す
る
繭
擔
保
金
融
が
极
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
乾
繭
取
引
に
あ
つ
て
^
:—

養
蠶
家
は
そ
の
砟
繭
を
直 

ち
に
販
賢
す
る
事
な
く
、
乾
備
貯
藏
し
て
隨
時
販
賣
さ
れ
る
か
ら
し
て
"

繭
代
金
の
收
受
は
遲
延
し
、數
ケ
月
後
と
な
る
事
は
珍
し
く
な 

い
。
然
る
に
養
蠶
家
は
そ
の
貧
困
'

性
の
故
に
そ
の
間
，の
金
融
に
堪
え
得
な
い
。
從*

つ
て
乾
繭
取
引
の
實
現
に
は
、
組
合
を
始
め
乾
繭
機 

.

關
孟
融
機
能
を
待
づ
.

て

始

め

て

对

能

で

あ

る

チ

.
：
.
.
て

 

•
：
 

.

1
 

.

乾

繭

機

關

特

：に

^

同
繭
倉
庳
の
金
觐
ぬ
、
農
業
倉
庫
法
に
よ
*)
,

農

業

倉

庳

證

券

を

發

行

，レ

、

養

蠶

家

は

こ

れ

を

擔

保

と

1

し
て
繭
の
販 

寶
さ
れ
る
.

以
前
に
融
資
を
な
す
の
で
.

あ
る
。

_

.

.
 

:

•

 

_ 

‘
 

.

:

.

■

,

_

 

.

,

斯
く
L
て
蒐
荷
f
れ
た
繭
が
乾
燥
、
貯
藏
.さ
れ
て
.後
、如
何
.に

、
し

て

販

賣

さ

れ

.る

^

::

一
 

.般
に
倉
庫
は
農
業
倉
庫
業
法
に
よ
り

、
‘ 

受
寄
物
0
優
め
仲
立
及
取
次
，の
：業
務
釔
恕
し
得
^
.
:乾
繭
組
合
も
亦
組
合
員
の
委
托
繭
を
適
當
取
る
時
に
適
宜
賣
却
す
.る
の
で
'あ 

る
？
そ
の
舰
賣
方
釙
は
產
羰
11
合
の
原
則
と
し
て
無
條
件
委
托
‘
’共
同
計
算
*咸
行
卒
均
賣
が
提
_

さ

扑

て

ゐ

、
る
。
^

;

:然
ら
ば
間
題
は
か
\
る
弗
同
販
^

の
：形
裏
ク
取
引
の
合
理
化
に
と
0-
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
ベ
»

-̂
云
ふ
點
で
あ
る
0
::共
同 

.販
寶
の
目
標
が
單
に
販
寶
.1'
-

旱
の
4
<規
模
.化
に
ょ
、っ
で
、
取
引
上
有
利
な
る
地
.位
を
账
得
せ
ん
'>
す
る
限
れ
、
そ
れ
は
未
だ
自
山
經
濟 

段
階
に
.於
け
_る
合
理
化
運
動
に
止
贮
る
，
共
，亂
販
寶
究
局
<0
.目
標
は
、
擻
々
述
：べ
た
如
く
艰
引
に
際
じ
て
<7
>
:自
©

1
爭

の

排

除

で

ぁ
!)
;'

、 

そ

の

完

舍

な

：
る

組

織

化

に

.あ
る
.
◊然
る
.に
.乾
繭
組
合
に
よ
る
販
賣
は
•
'
'各
組
合
獨
.
&
の
見
地
如
ら
，販
賣
が
遂
行
さ
れ
、
然
も
，乾
繭
取
引

の
總
取
引
中
占
め
.る
割
合
は
極
め
て
少
な
い
。、
昭
和
十
一
一
年
.の
統
計
に
.ょ
れ
ば
乾
繭
取
引
數
量
六
ち
六
，1

八

、
七

五

四

貫

、
"
總

取

HI

数
量 

三
五
、
ニ
七
三
、
九
ル
九
貫
中
占
め
る
割
合
は1.

八
-
'八
^
に
過
ぎ
^
-い

。

か

、

る

小

部

分

S
#

雨
販
賣
が
、
市
場
に
於
け
る
繭
價
に
對
し 

て
作
用
し
得
る
カ
は
極
名
て
小
さ
い
と
.云
は
な
げ
れ
ば
故
ら
な
い
。
然

：
も

繭

取

引

が

自

由

競
.

淨
ゼ
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
.ノ
前
價
は
不 

安
定
で
.

あ
り
、
出
廻
期
間
後
に
於
て
谪
價
の
先
肟
不
安
.

な
る
場
合
が
少
く
な
く
、
乾
繭
に
4

ゃ

出

廻

時

期

を

避
.

け
る
事
が
必
.し
も
有
利 

な
'̂
價
格
の
..實
現
を
齋
さ
な
い
；の
で■あ
る
0'

'

:

.

 ?.
,

.以
上
の
如
く
乾
繭
取
引
：

k

ょ
る
*
S

家
の
^

同
化
も
、
取
引
の
合
理
化
と
豸
ふ
點
に
關
し
て
は
極
'め
て
限
ら
れ
た
意
味
し
か
，な
い
0
,

.

>

.

,

■

 

-

 

.

.

 

■

 

* 

■

*

.

 

'

 

-

.
:
.
.
*

 

.

.

 

./
 

'
 

.
 

\ 

,
 

.

.

,.

.

繭
取
引
は
更
に
組
合
製
叙
、
.

特
約
取
引
と
一
35
:

ふ
塑
體
に
ま
で
進
む
。
以
上
述
べ
來
つ
.

た

如

き

各

樣

の

取

引

が

錯

綜

し

：て

行

は

^

更 

に
そ
れ
が
社
會
經
濟
の
_

禮
變
化
に
俾
つ
‘
.セ

色

付

け

ら

.れ
る
。
.殊
に
最
近
に
於
け
.

る

戰

時

統

制

の

進

展

：に
：ょ

り

、

取
引
機

構

：は

急
激
に 

，變
革
せ
し
办
ら
れ
た
。
.

本
稿
は
之
等
の
事
情
を
も
論
述
'

せ
ん
と
し
た
の
で
ダ
在
待
.

紙
幅
を
多
く
割
;<
:

事
を
恐
れ
、

一
應
筆
を
撊
く
事 

.と
す
る
0
.

、

.

(

未
完

)

.

.

農
村
に
於
け
る
商
取
引
の
展
開 

-
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